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(57)【要約】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス(「WWPD」)は、
遠隔通信ネットワークへの直接の接続を確立するための
セルラー/WAN通信回路と、より機能が豊富なモバイルデ
バイスの通信回路を介して遠隔通信ネットワークへの間
接的な接続を確立するための低電力の短距離無線とを含
む。WWPDは、より機能が豊富なモバイルデバイス(たと
えば、スマートフォン)に近接しているときに、セルラ
ー/WAN通信回路(およびGPSのような他のリソース)を非
アクティブ化して、低電力の短距離通信技術を介してそ
のモバイルデバイスと通信し、そのモバイルデバイスに
近接していないときに、セルラー/WAN回路をアクティブ
化してセルラーおよび/またはネットワーク接続を提供
するように構成され得る。WWPDは、大型の電池システム
を必要とせず、このことは、WWPDが、腕時計またはペン
ダントのような小型で軽量のデバイスへと収容されるこ
とを可能にし、WWPDの電池のさらに長い電池動作時間を
可能にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル動作が可能な第1のデバイスであって、ワイドエリアネットワーク(WAN)へとワ
イヤレスに直接、または、モバイル動作が可能であり前記WANにワイヤレスに接続された
第2のデバイスへのワイヤレス接続を介して間接的に、情報を通信するように動作可能で
あり、
　前記第1のデバイスと第2のデバイスとの間で確立されているワイヤレスリンクに関連す
る、前記第2のデバイス上で同様に見いだされる前記第1のデバイス上の重複機能を選択的
にパワーダウンするようにさらに動作可能である、第1のデバイス。
【請求項２】
　前記重複機能がワイドエリアネットワーク通信機能を含む、請求項1に記載の第1のデバ
イス。
【請求項３】
　前記重複機能が、測位機能、心拍数センサ機能、血圧センサ機能、ジャイロスコープ機
能、加速度計機能、歩数計機能、温度計機能、血糖値測定器機能、およびこれらの組合せ
からなる群から選択される重複機能である、請求項1に記載の第1のデバイス。
【請求項４】
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとの間で確立されていないワイヤレスリンクに
関連する、前記第1のデバイス上の重複機能をパワーアップするステップをさらに含む、
請求項1に記載の第1のデバイス。
【請求項５】
　前記ワイヤレスリンクがWi-Fiリンクである、請求項1に記載の第1のデバイス。
【請求項６】
　前記ワイヤレスリンクがBluetooth(登録商標)リンクである、請求項1に記載の第1のデ
バイス。
【請求項７】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイスを動作させる方法であって、
　ワイドエリアネットワーク(WAN)能力を有するモバイルデバイスへの低電力の短距離通
信リンクを確立するステップと、
　前記モバイルデバイスとの低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、前記
装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中のWAN通信回路を電源切断し、前記低電力の短
距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイスを通じてWANと通信するステップと
を含む、方法。
【請求項８】
　前記モバイルデバイスと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスとの間の前記低電力
の短距離通信リンクが利用可能ではないときに、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイ
スの中の前記WAN通信回路をアクティブ化するステップと、前記装着型ワイヤレスポータ
ブルデバイスの中の前記アクティブ化されたWAN通信回路を介して、前記WANと通信するス
テップとをさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　モバイルデバイスを通じて、装着型ワイヤレスポータブルデバイスと遠隔通信ネットワ
ークとの間で情報を通信する方法であって、
　前記モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判定す
るステップと、
　低電力の短距離通信リンクが確立され得ると判定したことに応答して、前記モバイルデ
バイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立するステップと、
　モバイルデバイスとの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、前記
装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中のワイドエリアネットワーク(WAN)通信回路を
電源切断し、前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイスを通じて前
記遠隔通信ネットワークと通信するステップと、
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　前記モバイルデバイスと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスとの間の低電力の短
距離通信リンクが確立され得ないときに、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中
のWAN通信回路をアクティブ化するステップと、前記アクティブ化されたWAN通信回路を介
して、前記遠隔通信ネットワークと通信するステップと
を含む、方法。
【請求項１０】
　低電力の短距離通信リンクが前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのプロセッサに
よって実行されるかどうかを判定するステップを含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して前記遠隔通信ネットワークと通信するステップ
が、
　前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへのネットワーク接続を確立させる
ように構成される制御メッセージを、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて
生成するステップと、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記制御メッセージを前記モバイルデバイス
に送信するステップと、
　前記モバイルデバイスが前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を確立し
たことを示す応答メッセージを、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて受信
するステップと、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記モバイルデバイスと通信するステップと
、
　前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて、前記ネットワーク接続を通じて、
前記遠隔通信ネットワークから前記モバイルデバイスに送信されるコンテンツを受信する
ステップとを含み、前記コンテンツが、前記低電力の短距離通信リンクを介して前記装着
型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて受信される、請求項9に記載の方法。
【請求項１２】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するステップが、前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへの前記ネット
ワーク接続を確立させるように構成される制御メッセージを送信するステップを含み、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じてデータを前記モバイルデバイスに送信し、前記
ネットワーク接続を通じて前記遠隔通信ネットワークから前記モバイルデバイスへ送信さ
れるコンテンツを受信するステップが、前記低電力の短距離通信リンクを介してデータを
送信して受信することによって、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが前記モバイ
ルデバイスの前記ネットワーク接続を介して前記遠隔通信ネットワークにアクセスするス
テップを含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記モバイルデバイスに対する前記低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうか
を判定するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが前記モバイルデバイ
スの通信範囲内にあるかどうかを判定するステップを含み、
　前記モバイルデバイスと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスとの間で低電力の短
距離通信リンクが確立され得ないときに、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中
のWAN通信回路をアクティブ化して、前記アクティブ化されたWAN通信回路を介して前記遠
隔通信ネットワークと通信するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが
前記モバイルデバイスの通信範囲内にないと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが
判定するときに、前記WAN通信回路をアクティブ化するステップを含む、請求項11に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスに
よって、前記モバイルデバイスの1つまたは複数の機能を制御するステップをさらに含む
、請求項11に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイスの着信する通信を前記
装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて受信するステップと、
　前記着信する通信をユーザに知らせるためのユーザ通知を、前記装着型ワイヤレスポー
タブルデバイスにおいて生成するステップとをさらに含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザ通知を生成するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの電
子ディスプレイにメッセージを表示するステップを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ユーザ通知を生成するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスから
の可聴の音または振動を出力するステップを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１８】
　前記モバイルデバイスへの通信および前記モバイルデバイスからの通信をルーティング
するように構成されるサーバに登録するステップをさらに含み、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するステップが、前記制御メッセージを前記サーバに送信するステップを含み、
　前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を前記モバイルデバイスが確立し
たことを示す前記応答メッセージを受信するステップが、前記サーバから前記応答メッセ
ージを受信するステップを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１９】
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判
定するステップが、
　手首ディスプレイ、
　ブレスレット、
　ベルトのバックル、
　メダル、
　ペンダント、
　ペン、および
　キーチェーンの1つに含まれるプロセッサにおいて、前記低電力の短距離通信リンクが
確立され得るかどうかを判定するステップを含む、請求項9に記載の方法。
【請求項２０】
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、
リソースを電源切断するステップをさらに含む、請求項9に記載の方法。
【請求項２１】
　前記リソースを電源切断するステップが、前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距
離通信リンクを確立したことに応答して、全地球測位システム受信機を電源切断するステ
ップを含む、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイスであって、
　モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判定するた
めの手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ると判定したことに応答して、前記モバイ
ルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立するための手段と、
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、
前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのワイドエリアネットワーク(WAN)通信回路を
電源切断し、前記低電力の短距離通信リンクを介して遠隔通信ネットワークと通信するた
めの手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ないと判定したことに応答して、WAN通信
回路をアクティブ化し、前記アクティブ化されたWAN通信回路を介して、前記遠隔通信ネ
ットワークと通信するための手段とを含む、装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
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【請求項２３】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して前記遠隔通信ネットワークと通信するための手
段が、
　前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへのネットワーク接続を確立させる
ように構成される制御メッセージを生成するための手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記制御メッセージを前記モバイルデバイス
に送信するための手段と、
　前記モバイルデバイスが前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を確立し
たことを示す応答メッセージを受信するための手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、データを前記モバイルデバイスに送信するた
めの手段と、
　前記ネットワーク接続を通じて、前記遠隔通信ネットワークから前記モバイルデバイス
に送信されるコンテンツを含む情報を受信するための手段とを含む、請求項22に記載の装
着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２４】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するための手段が、前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへの前記ネッ
トワーク接続を確立させるように構成される制御メッセージを送信するための手段を含み
、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じてデータを前記モバイルデバイスに送信するため
の手段、および前記ネットワーク接続を通じて前記遠隔通信ネットワークから前記モバイ
ルデバイスへ送信されるコンテンツを受信するための手段が、前記低電力の短距離通信リ
ンクを介してデータを送信して受信することによって、前記モバイルデバイスの前記ネッ
トワーク接続を介して前記遠隔通信ネットワークにアクセスするための手段を含む、請求
項23に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２５】
　前記モバイルデバイスに対する前記低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうか
を判定するための手段が、前記モバイルデバイスが通信範囲内にあるかどうかを判定する
ための手段を含み、
　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ないと判定したことに応答してWAN通信回
路をアクティブ化するための手段が、前記モバイルデバイスが前記通信範囲内にないと判
定したことに応答して、前記WAN通信回路をアクティブ化するための手段を含む、請求項2
3に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２６】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記モバイルデバイスの1つまたは複数の機能
を制御するための手段をさらに含む、請求項23に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス。
【請求項２７】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイスの着信する通信を受信
するための手段と、
　前記着信する通信をユーザに知らせるためのユーザ通知を生成するための手段とをさら
に含む、請求項23に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２８】
　前記ユーザ通知を生成するための手段が、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの
電子ディスプレイにメッセージを表示するための手段を含む、請求項27に記載の装着型ワ
イヤレスポータブルデバイス。
【請求項２９】
　前記ユーザ通知を生成するための手段が、可聴の音または振動を出力するための手段を
含む、請求項27に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３０】
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　前記モバイルデバイスへの通信および前記モバイルデバイスからの通信をルーティング
するように構成されるサーバに登録するための手段をさらに含み、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するための手段が、前記制御メッセージを前記サーバに送信するための手段を含み、
　前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を前記モバイルデバイスが確立し
たことを示す前記応答メッセージを受信するための手段が、前記サーバから前記応答メッ
セージを受信するための手段を含む、請求項23に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス。
【請求項３１】
　手首ディスプレイ、
　ブレスレット、
　ベルトのバックル、
　メダル、
　ペンダント、
　ペン、および
　キーチェーンの1つを含む、請求項22に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３２】
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、
前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのリソースを電源切断するための手段をさらに
含む、請求項22に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３３】
　前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのリソースを電源切断するための手段が、前
記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、全地
球測位システム受信機を電源切断するための手段を含む、請求項32に記載の装着型ワイヤ
レスポータブルデバイス。
【請求項３４】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイスであって、
　ワイドエリアネットワーク(WAN)通信回路と、
　低電力の短距離通信回路と、
　前記WAN通信回路および前記低電力の短距離通信回路に結合されたプロセッサとを含み
、前記プロセッサが、
　　モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判定する
ステップと、
　　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ると判定したことに応答して、前記低電
力の短距離通信回路を介して前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを
確立するステップと、
　　前記ワイドエリアネットワーク(WAN)通信回路を電源切断し、前記低電力の短距離通
信リンクを介して遠隔通信ネットワークと通信するステップと、
　　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ないと判定し
たことに応答して、前記WAN通信回路をアクティブ化し、前記アクティブ化されたWAN通信
回路を介して、前記遠隔通信ネットワークと通信するステップと
　を含む動作を実行するように、プロセッサ実行可能命令によって構成される、装着型ワ
イヤレスポータブルデバイス。
【請求項３５】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して前記遠隔通信ネットワークと通信するステップ
が、
　前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへのネットワーク接続を確立させる
ように構成される制御メッセージを生成するステップと、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記制御メッセージを前記モバイルデバイス
に送信するステップと、



(7) JP 2016-507912 A 2016.3.10

10

20

30

40

50

　前記モバイルデバイスが前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を確立し
たことを示す応答メッセージを受信するステップと、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、データを前記モバイルデバイスに送信するス
テップと、
　前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記ネットワーク接続を通じて、前記遠隔通
信ネットワークから前記モバイルデバイスに送信されるコンテンツを受信するステップと
を含むように、動作を実行するように、前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によっ
て構成される、請求項34に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３６】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するステップが、前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへの前記ネット
ワーク接続を確立させるように構成される制御メッセージを送信するステップを含み、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じてデータを前記モバイルデバイスに送信し、前記
ネットワーク接続を通じて前記遠隔通信ネットワークから前記モバイルデバイスへ送信さ
れる前記コンテンツを受信するステップが、前記低電力の短距離通信リンクを介してデー
タを送信して受信することによって、前記モバイルデバイスの前記ネットワーク接続を介
して前記遠隔通信ネットワークにアクセスするステップを含むように、動作を実行するよ
うに、前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項35に記載の
装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３７】
　前記モバイルデバイスに対する前記低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうか
を判定するステップが、前記モバイルデバイスが通信範囲内にあるかどうかを判定するス
テップを含み、
　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ないと判定したことに応答して前記WAN通
信回路をアクティブ化するステップが、前記モバイルデバイスが前記通信範囲内にないと
判定したことに応答して、前記WAN通信回路をアクティブ化するステップを含むように、
動作を実行するように、前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、
請求項35に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３８】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記モバイルデバイスの1つまたは複数の機能
を制御するステップをさらに含む動作を実行するように、前記プロセッサがプロセッサ実
行可能命令によって構成される、請求項35に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス
。
【請求項３９】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイスのための着信する通信
を受信するステップと、
　前記着信する通信をユーザに知らせるためのユーザ通知を、前記装着型ワイヤレスポー
タブルデバイスにおいて生成するステップとをさらに含む動作を実行するように、前記プ
ロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項35に記載の装着型ワイヤ
レスポータブルデバイス。
【請求項４０】
　前記ユーザ通知を生成するステップが前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの電子
ディスプレイにメッセージを表示するステップを含むように、動作を実行するように、前
記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項39に記載の装着型ワ
イヤレスポータブルデバイス。
【請求項４１】
　前記ユーザ通知を生成するステップが可聴の音または振動を出力するステップを含むよ
うに、動作を実行するように、前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成さ
れる、請求項39に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項４２】
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　前記モバイルデバイスへの通信および前記モバイルデバイスからの通信をルーティング
するように構成されるサーバに登録するステップをさらに含む動作を実行するように、前
記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成され、前記プロセッサが、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するステップが、前記制御メッセージを前記サーバに送信するステップを含み、
　前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を前記モバイルデバイスが確立し
たことを示す前記応答メッセージを受信するステップが、前記サーバから前記応答メッセ
ージを受信するステップを含むように、動作を実行するようにプロセッサ実行可能命令に
よって構成される、請求項35に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項４３】
　手首ディスプレイ、
　ブレスレット、
　ベルトのバックル、
　メダル、
　ペンダント、
　ペン、および
　キーチェーンの1つを含む、請求項34に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項４４】
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、
前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのリソースを電源切断するステップをさらに含
む動作を実行するように、前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される
、請求項34に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項４５】
　前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの前記リソースを電源切断するステップが、
前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、全
地球測位システム受信機を電源切断するステップを含むように、動作を実行するように、
前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項44に記載の装着型
ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項４６】
　モバイル動作が可能な通信デバイスであって、
　ワイドエリアネットワーク(WAN)に直接ワイヤレスに情報を通信するのに適した第1の送
受信機と、
　モバイル動作が可能であり前記WANにワイヤレスに接続された第2の通信デバイスへのワ
イヤレス接続を介して、前記WANに間接的に情報を通信するのに適した第2の送受信機と、
　前記第1の送受信機および第2の送受信機に結合されたプロセッサとを含み、前記プロセ
ッサが、
　前記第2の通信デバイスへの前記ワイヤレス接続が確立されたと判定したことに応答し
て、前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするステップを含む動作を実行
するようにプロセッサ実行可能命令によって構成される、通信デバイス。
【請求項４７】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするステップが前記第1の送受信
機をパワーダウンするステップを含むように、動作を実行するように、前記プロセッサが
プロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項46に記載の通信デバイス。
【請求項４８】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするステップが前記通信デバイス
の測位機能をパワーダウンするステップを含むように、動作を実行するように、前記プロ
セッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項46に記載の通信デバイス。
【請求項４９】
　前記通信デバイスの前記測位機能をパワーダウンするステップが前記通信デバイスの全
地球測位システム受信機をパワーダウンするステップを含むように、動作を実行するよう
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に、前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項48に記載の通
信デバイス。
【請求項５０】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするステップが、
　心拍数センサ、
　血圧センサ、
　ジャイロスコープ、
　加速度計、
　歩数計、
　温度計、および
　血糖値測定器の1つまたは複数をパワーダウンするステップを含むように、動作を実行
するように、前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項46に
記載の通信デバイス。
【請求項５１】
　前記第2の通信デバイスへの前記ワイヤレス接続が確立されたと判定したことに応答し
て、重複機能を選択的にパワーダウンするステップが、
　前記第2の通信デバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立されたと判定したことに
応答して、重複機能をパワーダウンするステップを含むように、動作を実行するように、
前記プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成される、請求項46に記載の通信デ
バイス。
【請求項５２】
　モバイル動作が可能な通信デバイスであって、
　ワイドエリアネットワーク(WAN)に直接ワイヤレスに情報を通信するための手段と、
　モバイル動作が可能であり前記WANにワイヤレスに接続された第2の通信デバイスへのワ
イヤレス接続を介して、前記WANに間接的に情報を通信するための手段と、
　前記第2の通信デバイスへの前記ワイヤレス接続が確立されたと判定したことに応答し
て、前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手段とを含む、通信
デバイス。
【請求項５３】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手段が、前記WANに直
接ワイヤレスに情報を通信するための前記手段をパワーダウンするための手段を含む、請
求項52に記載の通信デバイス。
【請求項５４】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手段が、前記通信デバ
イスの測位機能をパワーダウンするための手段を含む、請求項52に記載の通信デバイス。
【請求項５５】
　前記通信デバイスの前記測位機能を選択的にパワーダウンするための手段が、前記通信
デバイスの全地球測位システム受信機をパワーダウンするための手段を含む、請求項54に
記載の通信デバイス。
【請求項５６】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手段が、
　心拍数センサ、
　血圧センサ、
　ジャイロスコープ、
　加速度計、
　歩数計、
　温度計、および
　血糖値測定器の1つまたは複数をパワーダウンするための手段を含む、請求項52に記載
の通信デバイス。
【請求項５７】
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　前記第2の通信デバイスへの前記ワイヤレス接続が確立されたと判定したことに応答し
て、重複機能を選択的にパワーダウンするための手段が、
　前記第2の通信デバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立されたと判定したことに
応答して、重複機能を選択的にパワーダウンするための手段を含む、請求項52に記載の通
信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、すべての目的のためにその内容全体が参照によって本明細書に組み込まれる
、2012年10月15日に出願された「Wireless Area Network Enabled Mobile Device Access
ory」という表題の米国仮特許出願第61/714,011号の優先権の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー通信技術およびワイヤレス通信技術は、過去数年の間に爆発的な発展をとげて
きた。セルラーサービス提供者は現在、情報、リソースおよび通信に対するかつてないレ
ベルのアクセスをユーザに提供する、多岐にわたる機能およびサービスを提供している。
これらのサービスの増強についていくために、モバイル電子デバイス(たとえば、携帯電
話、タブレット、ラップトップなど)はより機能が豊富になっており、現在では、強力な
プロセッサ、ワイヤレス無線、センサ、ならびに、友人、仕事、余暇活動および娯楽とユ
ーザを結びつけるための多くの他のコンポーネントを一般に含む。これらの改善の結果と
して、モバイルデバイス(たとえば、スマートフォン、タブレットなど)は、人気および使
用量が急速に高まっており、現代社会を歩むために、必須であり、常に存在し、かつ不可
欠な道具に急速になりつつある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】電気電子技術者協会(IEEE)802.11規格
【非特許文献２】Bluetooth(登録商標)システムバージョン4.0のBluetooth(登録商標) Sp
ecial interest Group (SIG)規格、2010年6月30日
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　モバイルデバイスは現代の生活において不可欠であり常に存在するものになりつつある
が、モバイルデバイスのユーザが運動しているときのような、従来のセルラー対応モバイ
ルデバイスをモバイルデバイスのユーザが持ち運ぶのが不便であるときがある。したがっ
て、従来のセルラー対応モバイルデバイスが存在しないときにセルラー接続およびネット
ワーク接続をモバイルデバイスのユーザに提供するように構成される、軽量で、電力効率
が高く、装着型のモバイルデバイス(たとえば、手首ディスプレイ、ペンダントなど)が、
消費者にとって有益であろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　様々な実施形態は、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得るか
どうかを装着型ワイヤレスポータブルデバイスのプロセッサにおいて判定することによっ
て、装着型ワイヤレスポータブルデバイスと遠隔通信ネットワークとの間で情報を通信し
、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクを確立し、装着型ワイヤレスポータブ
ルデバイスの中のワイドエリアネットワーク(WAN)通信回路を電源切断し、低電力の短距
離通信リンクが確立され得るとプロセッサが判定するときに、低電力の短距離通信リンク
を介して遠隔通信ネットワークと通信する方法を含む。低電力の短距離通信リンクが確立
され得ないとプロセッサが判定するとき、プロセッサは、装着型ワイヤレスポータブルデ
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バイスの中のWAN通信回路をアクティブ化し、アクティブ化されたWAN通信回路を介して遠
隔通信ネットワークと通信する。
【０００６】
　ある実施形態では、低電力の短距離通信リンクを介して遠隔通信ネットワークと通信す
るステップは、モバイルデバイスに遠隔通信ネットワークへのネットワーク接続を確立さ
せるように構成される制御メッセージをプロセッサにおいて生成するステップと、低電力
の短距離通信リンクを通じて制御メッセージをモバイルデバイスに送信するステップと、
遠隔通信ネットワークへのネットワーク接続をモバイルデバイスが確立したことを示す応
答メッセージをプロセッサにおいて受信するステップと、低電力の短距離通信リンクを通
じてデータをモバイルデバイスに送信するステップと、ネットワーク接続を通じて遠隔通
信ネットワークからモバイルデバイスへ送信される情報/コンテンツをプロセッサにおい
て受信するステップとを含み得る。情報/コンテンツは、低電力の短距離通信リンクを介
して受信され得る。
【０００７】
　さらなる実施形態では、低電力の短距離通信リンクを通じて制御メッセージをモバイル
デバイスに送信するステップは、モバイルデバイスに遠隔通信ネットワークへのネットワ
ーク接続を確立させるように構成される制御メッセージを送信するステップを含み得る。
また、データをモバイルデバイスに送信し、ネットワーク接続を通じて遠隔通信ネットワ
ークからモバイルデバイスへ送信されるコンテンツを受信するステップは、低電力の短距
離通信リンクを介してデータを送信して受信することによって、モバイルデバイスのネッ
トワーク接続を介して遠隔通信ネットワークにアクセスするステップを含み得る。
【０００８】
　実施形態の方法はさらに、低電力の短距離通信リンクを通じて、装着型ワイヤレスポー
タブルデバイスによって、モバイルデバイスの1つまたは複数の機能を制御するステップ
を含み得る。また、実施形態の方法はさらに、低電力の短距離通信リンクを介して、モバ
イルデバイスの着信する通信を、装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて受信する
ステップと、着信する通信をユーザに知らせるためのユーザ通知を、装着型ワイヤレスポ
ータブルデバイスにおいて生成するステップとを含んでよく、この生成するステップは、
装着型ワイヤレスポータブルデバイスの電子ディスプレイにメッセージを表示するステッ
プおよび/または装着型ワイヤレスポータブルデバイスから可聴の音もしくは振動を出力
するステップを含み得る。
【０００９】
　さらなる実施形態では、方法は、モバイルデバイスへの、かつモバイルデバイスからの
通信をルーティングするように構成されるサーバに登録するステップを含み得る。ある実
施形態では、低電力の短距離通信リンクを通じて制御メッセージをモバイルデバイスに送
信するステップは、制御メッセージをサーバに送信するステップを含んでよく、遠隔通信
ネットワークへのネットワーク接続をモバイルデバイスが確立したことを示す応答メッセ
ージを受信するステップは、サーバから応答メッセージを受信するステップを含み得る。
【００１０】
　様々な実施形態では、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得る
かどうかを装着型ワイヤレスポータブルデバイスのプロセッサにおいて判定するステップ
は、手首ディスプレイ、ブレスレット、ベルトのバックル、メダル、ペンダント、ペン、
またはキーチェーンに含まれるプロセッサにおいて、低電力の短距離通信リンクが確立さ
れ得るかどうかを判定するステップを含む。ある実施形態では、方法は、モバイルデバイ
スとの低電力の短距離通信リンクが確立され得るとプロセッサが判定するとき、装着型ワ
イヤレスポータブルデバイス内のセルラー/WANのようなリソースを電源切断する/非アク
ティブ化するステップを含んでよく、これによって、その電源切断された/非アクティブ
化されたリソースがモバイルデバイスを通じて/において扱われることを可能にする。さ
らなる実施形態では、装着型ワイヤレスポータブルデバイス内のリソースを電源切断する
/非アクティブ化するステップはまた、低電力の短距離通信リンクが確立され得るとプロ
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セッサが判定するときに、装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中の全地球測位システ
ム受信機/機能を電源切断する/非アクティブ化するステップを含んでよく、これによって
、GPS機能がモバイルデバイスを通じて/において扱われることを可能にする。本明細書全
体で使用される、「電源切断する」、「非アクティブ化する」、「パワーダウンする(pow
ering-down)」(パワーダウンする(powering down)、パワーダウン(power-down))という用
語は、交換可能に使用される。
【００１１】
　さらなる実施形態は、上で論じられた方法の機能を実行するための様々な手段、たとえ
ば、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判定する
ための手段、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクを確立するための手段、低
電力の短距離通信リンクが確立され得ると判定したことに応答して、装着型ワイヤレスポ
ータブルデバイスの中のワイドエリアネットワーク(WAN)通信回路(たとえば、携帯電話送
受信機)を電源切断して/非アクティブ化して、低電力の短距離通信リンクを介してモバイ
ルデバイスにおいて遠隔通信ネットワークと通信するための手段、および、低電力の短距
離通信リンクが確立され得ると判定したことに応答し、WAN通信回路をアクティブ化して
、アクティブ化されたWAN通信回路を介して遠隔通信ネットワークと通信するための手段
を有する、装着型ワイヤレスポータブルデバイスを含む。
【００１２】
　さらなる実施形態は、WAN通信回路と、上で論じられた方法の機能を達成するための動
作を実行するようにプロセッサ実行可能命令によって構成される、WAN通信回路に結合さ
れたプロセッサとを含む、装着型ワイヤレスポータブルデバイスを含む。
【００１３】
　さらなる実施形態は、上で論じられた方法の動作に対応する様々な動作をプロセッサに
実行させるように構成される、プロセッサ実行可能ソフトウェア命令を記憶した、非一時
的コンピュータ可読記憶媒体を含む。
【００１４】
　さらなる実施形態は、ワイドエリアネットワーク(WAN)へと直接情報をワイヤレスに通
信するのに適した第1の送受信機と、モバイル動作が可能でありWANにワイヤレスに接続さ
れた第2の通信デバイスへのワイヤレス接続を介してWANへと間接的に情報を通信するのに
適した第2の送受信機と、第1の送受信機および第2の送受信機に結合され、第2の通信デバ
イスへの、低電力の短距離通信リンクのようなワイヤレス接続が確立されたと判定したこ
とに応答して、通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするステップを含む動作
を実行するようにプロセッサ実行可能命令によって構成される、プロセッサとを含む、モ
バイル動作が可能な通信デバイスを含む。通信デバイスの重複機能をパワーダウンするス
テップは、第1の送受信機をパワーダウンするステップ、および/または、全地球測位シス
テム受信機のような、通信デバイスの測位機能をパワーダウンするステップを含み得る。
さらなる実施形態では、通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするステップが
、心拍数センサ、血圧センサ、ジャイロスコープ、加速度計、歩数計、温度計、および血
糖値測定器の1つまたは複数をパワーダウンするステップを含むように、動作を実行する
ように、プロセッサがプロセッサ実行可能命令によって構成され得る。
【００１５】
　さらなる実施形態は、ワイドエリアネットワーク(WAN)へと直接情報をワイヤレスに通
信するための手段と、モバイル動作が可能でありWANにワイヤレスに接続された第2の通信
デバイスへのワイヤレス接続を介してWANへと間接的に情報を通信するための手段と、第2
の通信デバイスへの、低電力の短距離通信リンクのようなワイヤレス接続が確立されたと
判定したことに応答して、通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手
段とを含む、モバイル動作が可能な通信デバイスを含む。通信デバイスの重複機能を選択
的にパワーダウンするための手段は、WANへと直接情報をワイヤレスに通信するための手
段をパワーダウンするための手段、および/または、全地球測位システム受信機のような
、通信デバイスの測位機能をパワーダウンするための手段を含み得る。さらなる実施形態
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では、通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手段は、心拍数センサ
、血圧センサ、ジャイロスコープ、加速度計、歩数計、温度計、および血糖値測定器の1
つまたは複数をパワーダウンするための手段を含み得る。
【００１６】
　さらなる実施形態は、モバイル動作が可能な第1のデバイスを含み、前記第1のデバイス
は、ワイドエリアネットワーク(WAN)へとワイヤレスに直接、または、モバイル動作が可
能であり前記WANにワイヤレスに接続された第2のデバイスへのワイヤレス接続を介して間
接的に、情報を通信するように動作可能である。ある実施形態では、第1のデバイスは、
前記第1のデバイスと第2のデバイスとの間で確立されているワイヤレスリンクに関連する
、前記第2のデバイス上で同様に見いだされる前記第1のデバイス上の重複機能を選択的に
パワーダウンするように動作可能である。さらなる実施形態では、重複機能は、第1のデ
バイスまたは第2のデバイスの測位機能を含み得る。
【００１７】
　さらなる実施形態は、ワイドエリアネットワーク(WAN)能力を有するモバイルデバイス
への低電力の短距離通信リンクを確立するステップと、モバイルデバイスとの低電力の短
距離通信リンクを確立したことに応答して、装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中の
WAN通信回路を電源切断するステップと、低電力の短距離通信リンクを介して、モバイル
デバイスを通じてWANと通信するステップとを含む、装着型ワイヤレスポータブルデバイ
スを動作させる方法を含む。ある実施形態では、方法はさらに、モバイルデバイスと装着
型ワイヤレスポータブルデバイスとの間の低電力の短距離通信リンクが利用可能ではない
ときに、装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中のWAN通信回路をアクティブ化するス
テップと、装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中のアクティブ化されたWAN通信回路
を介して、WANと通信するステップとを含み得る。
【００１８】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部をなす添付の図面は、本発明の例示的な実施形
態を示し、上で与えられた全般的な説明および下で与えられる詳細な説明とともに、本発
明の特徴を説明するのに役立つ。「102A」または「102B」のような文字指定を伴う参照番
号に対して、文字指定は、同じ図に存在する2つの同様の部分または要素を区別すること
ができる。参照番号がすべての図において同じ参照番号を有するすべての部分を包含する
ことが意図されるとき、参照番号に対する文字指定は省略される場合がある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１Ａ】ワイヤレス通信ネットワークに結合された装着型ワイヤレスポータブルデバイ
スのシステム全体の機能ブロック図である。
【図１Ｂ】装着型ワイヤレスポータブルデバイスの第2の実施形態の詳細な機能ブロック
図である。
【図１Ｃ】装着型ワイヤレスポータブルデバイスの形式であり得る、モバイル動作が可能
なコンピューティングデバイスの機能ブロック図である。
【図２】人体構造的取付けハードウェア(anatomical mounting hardware)を有する例示的
な装着型ワイヤレスポータブルデバイスの図である。
【図３】装着型ワイヤレスポータブルデバイスの操作者の運動データおよび競争相手デー
タを表示するためのスクリーンの図である。
【図４】地理的要素に対する、また他の装着型ワイヤレスポータブルデバイスに対する装
着型ワイヤレスポータブルデバイスの位置を表示するためのスクリーンの図である。
【図５】街路のような地理的要素に対する装着型ワイヤレスポータブルデバイスの位置を
表示するための遠隔のポータブルコンピューティングデバイスのスクリーンの図である。
【図６】装着型ワイヤレスポータブルデバイスで運動および個人の安全を追跡するための
方法を示すフローチャートである。
【図７】1つまたは複数の装着型ワイヤレスポータブルデバイスによって生成される運動
データおよび個人用安全データを処理するための方法を示すフローチャートである。
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【図８】装着型ワイヤレスデバイスとモバイルデバイスとの間の低電力の短距離通信リン
クを示す通信の図である。
【図９】装着型ワイヤレスポータブルデバイスと遠隔通信ネットワークとの間の通信経路
を選択するための実施形態の方法のプロセスフロー図である。
【図１０Ａ】装着型ワイヤレスポータブルデバイスと遠隔通信ネットワークとの間の通信
経路を選択するための別の実施形態の方法のプロセスフロー図である。
【図１０Ｂ】遠隔通信ネットワークへ情報を送信し、遠隔通信ネットワークから情報を受
信する、ある実施形態の装着型ワイヤレスポータブルデバイスの方法のプロセスフロー図
である。
【図１０Ｃ】装着型ワイヤレスポータブルデバイスがモバイルデバイスに近接していると
きに、装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中のリソースを電源切断する、ある実施形
態の方法のプロセスフロー図である。
【図１１】様々な実施形態とともに使用するのに適した、装着型ワイヤレスポータブルデ
バイスの回路ブロック図である。
【図１２】様々な実施形態とともに使用するのに適した、モバイルデバイスの回路ブロッ
ク図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　様々な実施形態が、添付の図面を参照して詳細に説明される。可能な場合には必ず、同
じ参照番号は、図面全体にわたって同じまたは同様の部分を指すために使用される。特定
の例および実装形態に対して行われる参照は、説明を目的とし、本発明の範囲または本特
許請求の範囲を限定することは意図されない。
【００２１】
　「例示的」という語は、本明細書では「例、実例、または例示として機能する」ことを
意味するように使用される。「例示的な」として本明細書で説明されるいずれの実施形態
も、必ずしも他の実施形態よりも好ましいか、または有利であると解釈されるべきではな
い。
【００２２】
　本明細書では、「アプリケーション」という用語は、オブジェクトコード、スクリプト
、バイトコード、マークアップ言語ファイル、およびパッチのような、実行可能なコンテ
ンツを有するファイルも含み得る。加えて、本明細書で言及される「アプリケーション」
は、開封される必要があり得るドキュメント、またはアクセスされる必要がある他のデー
タファイルのような、本質的に実行可能ではないファイルも含み得る。
【００２３】
　「コンテンツ」という用語は、オブジェクトコード、スクリプト、バイトコード、マー
クアップ言語ファイル、およびパッチのような、実行可能なコンテンツを有するファイル
も含み得る。加えて、本明細書で言及される「コンテンツ」は、開封される必要があり得
るドキュメント、またはアクセスされる必要がある他のデータファイルのような、本質的
に実行可能ではないファイルも含み得る。
【００２４】
　本明細書で使用される場合、「コンポーネント」、「データベース」、「モジュール」
、「システム」などの用語は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウ
ェアの組合せ、ソフトウェア、実行中のソフトウェアを問わず、コンピュータ関連のエン
ティティを指すことが意図されている。たとえば、コンポーネントは、プロセッサ上で実
行されているプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロ
グラム、および/またはコンピュータであり得るが、これらに限定されない。例として、
コンピューティングデバイス上で実行されているアプリケーションとコンピューティング
デバイスの両方が、コンポーネントであり得る。1つまたは複数のコンポーネントは、プ
ロセスおよび/または実行スレッドの中に存在してよく、1つのコンポーネントは、1つの
コンピュータに局在してよく、かつ/または2つ以上のコンピュータに分散してよい。加え
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て、これらのコンポーネントは、様々なデータ構造を記憶している様々なコンピュータ可
読媒体から実行することができる。コンポーネントは、1つまたは複数のデータパケット(
たとえば、信号によって、ローカルシステム、分散システム中の別のコンポーネントと、
かつ/または、インターネットのようなネットワークにわたって他のシステムと対話する
、1つのコンポーネントからのデータ)を有する信号に従うなどして、ローカルプロセスお
よび/またはリモートプロセスによって通信することができる。
【００２５】
　「コンピューティングデバイス」という用語は、サーバ、パーソナルコンピュータ、ラ
ップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、モバイルデバイス、携帯電話、スマ
ートブック、ウルトラブック、パームトップコンピュータ、携帯情報端末(PDA)、ワイヤ
レス電子メール受信機、マルチメディアインターネット対応携帯電話、全地球測位システ
ム(GPS)受信機、ワイヤレスゲームコントローラ、および、情報をワイヤレスに送信また
は受信するためのプログラム可能プロセッサと回路とを含む他の同様の電子デバイスの、
任意の1つまたはすべてを指すために、本明細書で使用される。
【００２６】
　「モバイルデバイス」、「ワイヤレスデバイス」、および「ワイヤレスノード」という
用語は、情報をワイヤレスに送信および/または受信するための回路を含む、任意の電子
デバイスを指すために本明細書で使用され、携帯電話、個人用またはモバイルマルチメデ
ィアプレーヤ、腕時計、手首ディスプレイ、スマートフォン、携帯情報端末(PDA)、ラッ
プトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、ウルトラブック、パームトップコンピ
ュータ、ワイヤレス電子メール受信機、マルチメディアインターネット対応携帯電話、ワ
イヤレスゲームコントローラ、ならびに、ワイヤレス通信信号を送信および/または受信
するための回路を含む同様の個人用電子デバイスの、任意の1つまたはすべてを含み得る
。
【００２７】
　「ワイヤレス対応デバイス」という用語は、Wi-FiおよびBluetooth(登録商標)のような
短波ワイヤレス技術を介して情報をワイヤレスに送信または受信するための高周波(RF)無
線または回路を含む、任意のデバイスを指すために本明細書では使用され、したがって、
多くの市販のモバイルデバイス、医療用デバイス、パーソナルコンピュータ、カメラ、プ
ロジェクタ、および他の同様の電子デバイスを包含し得る。Wi-Fi規格および技術の詳細
は、通信技術に関する詳細について参照によって本明細書に組み込まれる、電気電子技術
者協会(IEEE)802.11規格において述べられている。
【００２８】
　「Bluetooth(登録商標)対応デバイス」という用語は、Bluetooth(登録商標)プロトコル
スタック/インターフェースを実装するための、高周波(RF)無線およびプロセッサまたは
回路を含む、任意の電子デバイスを指すために本明細書で使用される。Bluetooth(登録商
標)は、短距離の高周波(RF)通信のための公開規格である。Bluetooth(登録商標)規格、イ
ンターフェース、および技術の詳細は、全体が参照によって本明細書に組み込まれる、Bl
uetooth(登録商標)システムバージョン4.0のBluetooth(登録商標) Special interest Gro
up (SIG)規格、2010年6月30日で述べられている。
【００２９】
　様々な実施形態は、種々の通信プロトコルを使用して実装され得るが、互いに比較的短
い距離(たとえば、100メートル)の中に位置する電子デバイスをワイヤレスに接続するた
めの通信技術の便利な例として、Bluetooth(登録商標)およびBluetooth(登録商標)関連用
語を使用して、本明細書で説明される。しかしながら、Bluetooth(登録商標)に言及する
例および本明細書でのBluetooth(登録商標)への他の言及は、例示を目的とするものにす
ぎず、説明または特許請求の範囲をその特定の規格に限定することは意図されない。した
がって、特許請求の範囲は、特許請求の範囲で特に明記されない限り、Bluetooth(登録商
標)を必要とするものとして解釈されるべきではない。
【００３０】
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　上で論じられたように、モバイルデバイス(たとえば、スマートフォンなど)は、現代社
会を歩むために必須で不可欠な道具と急速になりつつあるが、消費者が従来のセルラー対
応モバイルデバイスを持ち運ぶのが不便であるとき(たとえば、運動中など)がある。
【００３１】
　様々な実施形態は、より一般的で機能が豊富なモバイルデバイス(たとえば、スマート
フォンなど)に近接しているときに、低電力の短距離通信技術(たとえば、Bluetooth(登録
商標)、Wi-Fiなど)を介してそのモバイルデバイスと通信し、そのモバイルデバイスに近
接していないときに、セルラーネットワーク、遠隔通信ネットワークおよび/またはワイ
ドエリアネットワークへのアクセスをユーザに提供するように構成される、軽量で、電力
効率が高く、装着型のワイヤレスポータブルデバイス(「WWPD」)を提供する。装着型ワイ
ヤレスポータブルデバイスは、ユーザがセルラーまたはネットワーク対応モバイルデバイ
スを持ち運んでいないときに、ユーザがセルラー/ネットワーク接続を有し続けることを
可能にするが、従来のモバイルデバイスに通常含まれる、大型な、複雑な、かつ/または
多くの電力を必要とする回路もしくはハードウェアを必要としない。装着型ワイヤレスポ
ータブルデバイスは、シームレスに、かつユーザ対話を伴わずに、様々なタイプのセルラ
ーおよびワイヤレス通信技術の間を移行することができる。
【００３２】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイスは、モバイルデバイスに近接していないとき、か
つ/または、モバイルデバイスとの低電力の短距離通信リンクが確立され得ないとき、ワ
イドエリアネットワーク(WAN)接続を自動的に確立するように構成され得る。WAN接続は、
セルラー遠隔通信ネットワークにおける基本状態に対して、装着型ワイヤレスポータブル
デバイスの中のセルラー送受信機の間の携帯電話ネットワーク接続を介して、達成され得
る。
【００３３】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイスはさらに、モバイルデバイスに近接しているとき
、低電力状態に入り、ワイドエリアネットワーク(WAN)および/またはセルラー通信回路を
切り、かつ/または、モバイルデバイスへの低電力の直接通信リンクを自動的に確立する
ように構成され得る。装着型ワイヤレスポータブルデバイスはまた、モバイルデバイスに
近接しているとき、かつ/または、モバイルデバイスとの低電力の直接通信リンクが確立
されるとき、デバイスに含まれるリソースまたはコンポーネントのいずれかまたはすべて
の電力消費を自動的に無効にする、または減らすように構成され得る。そのような状況で
無効にされ得るデバイスのリソースまたはコンポーネントの例には、全地球測位システム
(GPS)受信機、WANモデムまたは送受信機、通信バス、電圧レール、センサ、およびプロセ
ッサがある。
【００３４】
　ある実施形態では、装着型ワイヤレスポータブルデバイスは、直接通信リンクを使用し
て、モバイルデバイスのネットワーク接続を介して、遠隔通信ネットワークまたはWANへ
通信メッセージを送信し、遠隔通信ネットワークまたはWANから通信メッセージを受信す
るように構成され得る。装着型ワイヤレスポータブルデバイスはまた、直接通信リンクを
介して、モバイルデバイスへメッセージを送信し、モバイルデバイスからメッセージを受
信するように構成され得る。
【００３５】
　ある実施形態では、装着型ワイヤレスポータブルデバイスは、装着型デバイスへのかつ
それからの通信をルーティングするサーバまたはサービスに登録し、サーバまたはサービ
スへ通信を送信する/サーバまたはサービスから通信を受信するように構成され得る。
【００３６】
　様々な実施形態では、装着型ワイヤレスポータブルデバイスは、手首ディスプレイ、バ
ッジ、タグ、ブレスレット、パッチ、ベルトのバックル、メダル、ペン、キーチェーン、
またはユーザにより装着されもしくは持ち運ばれ得る任意の他のデバイスであり得る。
【００３７】
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　上で言及されたように、装着型ワイヤレスポータブルデバイスは、モバイルデバイスに
近接しているとき、低電力状態に入り、WANおよびセルラー通信回路を切るように構成さ
れ得る。装着型ワイヤレスポータブルデバイスはまた、モバイルデバイスに近接している
とき、かつ/または、モバイルデバイスとの低電力の直接通信リンクが確立されるとき、1
つまたは複数のプロセッサおよび/またはデバイスリソース(たとえば、GPS受信機、メモ
リユニット、通信バスなど)を低電力状態にするように構成され得る。これらの特徴は、
装着型ワイヤレスポータブルデバイスにより消費される電力の量を減らし、電池の動作時
間を伸ばし、かつ/または電池の大きさと重さを減らす。上で言及された特徴はまた、ワ
イヤレスサービス提供者が自身のサービスをより低価格で消費者に提供することを可能に
し、それは、装着型ワイヤレスポータブルデバイスのネットワーク接続および通信の大部
分が、第2のデバイス(たとえば、モバイルデバイス)のネットワーク接続を介して達成さ
れ得るからである。
【００３８】
　図1Aは、ワイヤレス通信ネットワーク142に結合された装着型ワイヤレスポータブルデ
バイス105Aを含む、システム100の図である。図1Aに示されるシステム要素の多くは、通
信リンク103を介してワイヤレス通信ネットワーク142に結合される。
【００３９】
　図1Aに示されたリンク103は、有線リンクまたはワイヤレスリンクを含み得る。ワイヤ
レスリンクには、限定はされないが、高周波(「RF」)リンク、赤外線リンク、音響リンク
、および他のワイヤレス媒体が含まれる。ワイヤレス通信ネットワーク142は、ワイドエ
リアネットワーク(「WAN」)、ローカルエリアネットワーク(「LAN」)、インターネット、
公衆交換電話網(「PSTN」)、ページングネットワーク、またはこれらの組合せを含み得る
。ワイヤレス通信ネットワーク142は、ブロードキャストRF送受信機タワー110Bによって
確立され得る。しかしながら、当業者は、ワイヤレス通信ネットワーク142を確立するた
めに、ブロードキャストRF送受信機タワー110B以外の他のタイプの通信デバイスが本発明
の範囲内に含まれることを認識する。それぞれの装着型ワイヤレスポータブルデバイス10
5Aが、ブロードキャストRF送受信機タワー110Bを介してワイヤレス通信ネットワーク142
とのワイヤレス通信リンク103を確立できるように、装着型ワイヤレスポータブルデバイ
ス(「WWPD」)105Aは、RFアンテナ110Aを有するものとして示されている。
【００４０】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aは、図示される高周波(「RF」)送受信機115
、全地球測位システム(GPS)モジュール120A、生体モニタまたは生理学的モニタ125A、運
動またはスポーツ活動モジュール130A、個人用安全モジュール135A、娯楽モジュール140
、カメラ145、スピーカー150、ディスプレイ155、ユーザインターフェースモジュール160
、時間モジュール165、可搬性ハードウェア170、ウェブブラウザモジュール175、電源180
、およびマイクロフォン360のような、複数のソフトウェアおよび/またはハードウェアコ
ンポーネントを含み得る。装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aは、図1Bに示され以
下で説明されるように、プロセッサまたは中央処理装置(「CPU」)390を含み得る。プロセ
ッサ/CPU 390は、本明細書で説明される機能を実行するようにプロセッサ実行可能命令に
よって構成されてよく、または、本明細書で説明される機能を提供するいくつかの専用の
回路を有してよい。
【００４１】
　RF送受信機115は、RFアンテナ110Aに結合され得る。RF送受信機115は、1つまたは複数
の多重RF通信タイプをサポートすることができる。たとえば、RF送受信機115は、携帯電
話タイプのRF通信をサポートすることができる。他の通信タイプには、限定はされないが
、固定のワイヤレス、ポータブル通信システム(「PCS」)、または衛星通信システムが含
まれる。RF送受信機115は、たとえば、符号分割多元接続(「CDMA」)、時分割多元接続(「
TDMA」)、周波数分割多元接続(「FDMA」)、もしくはGlobal System for Mobile communic
ations(「GSM(登録商標)」)、またはそれらの任意の組合せのような、任意の規格または
プロトコルに従った多元接続通信を提供することができる。
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【００４２】
　ワイヤレス通信ネットワーク142と組み合わせたRF送受信機115は、QChat(登録商標)サ
ービスタイプの即時通信をサポートすることもできる。QChat(登録商標)は、Qualcomm, I
nc.の一部門であり、Qualcomm Wireless and Internet groupの一部であるQualcomm Inte
rnet Services(QIS)によって開発されたソフトウェアアプリケーションである。QChat(登
録商標)は、異なる位置にいる場合があり同じタイプのネットワークアーキテクチャ内で
操作しているユーザ間の、即時接続および双方向通信の信頼できる方法を提供する。QCha
t(登録商標)は、Binary Runtime Environment for Wireless(「BREW」)プラットフォーム
用に開発されたソフトウェアアプリケーションを含み得る。
【００４３】
　「プレスツートランスミット(Press-to-Transmit)」(「PTT」)は、3Gおよび4Gネットワ
ーク用の半二重通信回線で会話する方法である。本明細書の執筆時点でのQChat(登録商標
)ハンドセットおよびサーバソフトウェアは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105A
のユーザが、ボタンを押すことにより、世界各地の他のQChat(登録商標)ユーザに瞬時に
接続することを可能にする。加えて、QChat(登録商標)サービスは、3Gおよび4Gネットワ
ークを通じた1対1(プライベート)の呼および1対多数(グループ)の呼を可能にする。
【００４４】
　当業者によって理解されるように、QChat(登録商標)は標準的なボイスオーバーインタ
ーネットプロトコル(VoIP)技術を使用することができる。音声情報は、公衆交換電話網(
「PSTN」)で使用されるプロトコルのような従来の回線交換プロトコルではなく、個別の
パケットでインターネットプロトコル(「IP」)データネットワークを通じてデジタル形態
で送信され得る。
【００４５】
　RF送受信機115はまた、テキスティングのようなショートメッセージングシステム(SMS)
機能をサポートすることができる。RF送受信機115は、装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105Aの操作者が、入来するまたは着信する電話呼を、ユーザインターフェースモジュ
ール160の一部であるソフトウェアおよび/またはハードウェアを含み得るテキストツース
ピーチエンジンに転送することを可能にし得る。代替的に、テキストツースピーチエンジ
ンのハードウェアおよび/またはソフトウェアは、サーバ111の一部であってよく、サーバ
111は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aによってサーバ111に転送される電話呼
を受信することができる。
【００４６】
　GPSモジュール120Aは、米国の全地球測位システム(「GPS」)または任意の他の測位シス
テムの機能をサポートするハードウェアおよび/またはソフトウェアを含み得る。したが
って、他の全地球航法衛星システム(「GNSS」)が本出願の範囲内に含まれており、装着型
ワイヤレスポータブルデバイス105Aによって実行されるハードウェアおよび/またはソフ
トウェアによってもサポートされ得ることを理解されたい。他のGNSSまたは衛星測位シス
テム(「SPS」)には、限定はされないが、ロシアのGLONASSシステム、および欧州のGalile
oシステムが含まれる。GPSモジュール120Aは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105A
の操作者に、WWPD 105Aの位置に対する地理的な座標の現在のセットを提供することがで
きる。装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、ディスプレイ155に地理的な座
標を示す地図を提供することができる。GPSモジュール120Aは、計算された地理的な座標
を、RF送受信機115を使用し、ワイヤレス通信ネットワーク142を通じて、リモートサーバ
111、第2の装着型ワイヤレスポータブルデバイス(WWPD)105B、および/またはポータブル
コンピューティングデバイス107に送信することもできる。
【００４７】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aは、1つまたは複数の生体モニタまたは生理
学的モニタモジュール125Aを含み得る。これらのモニタモジュール125Aは、1つまたは複
数の生理学的パラメータを確認し、追跡することができる。例示的な測定される生理学的
パラメータおよび/または計算されるパラメータには、限定はされないが、心拍数、燃焼
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カロリー、心拍数の変動、呼吸数、心臓の不整脈(もしあれば)、心臓の全般的なリズムお
よび機能、血圧、体の異常な動き(痙攣)、体位、全般的な体の動き、体温、汗の存在およ
び量、酸素化、ならびに血糖値が含まれる。モニタモジュール125Aは、以下で論じられる
図2で説明されるように、1つまたは複数のセンサ210と協働または連携して動作し得る。
そのようなセンサ210には、限定はされないが、心拍数センサ、血圧センサ、歪みゲージ
、ジャイロスコープ、加速度計、歩数計、温度計、熱電対、血糖値測定器、および当業者
により理解される他の同様のセンサが含まれ得る。
【００４８】
　モニタモジュール125Aおよび図2のセンサ210は、1つまたは複数の運動またはスポーツ
活動モジュール130Aと協働して、かつ/または通信して動作し得る。運動またはスポーツ
活動モジュール130Aは、限定はされないが、ジョギング、ランニング、ウォーキング、サ
イクリング、水泳、ローイング、筋力トレーニング、ヨガ、マウンテンバイキング、スキ
ー、ハイキング、および登山を含み得る特定の身体活動のために設計され得る。システム
は、すべてのスポーツおよびスポーツ関連活動を含む他の同様の身体活動を追跡すること
ができる。
【００４９】
　各運動またはスポーツ活動モジュール130Aは、特定の身体活動に適合され得る。たとえ
ば、ジョギングスポーツ活動モジュール130Aは、心拍数、燃焼カロリー、および装着型ワ
イヤレスポータブルデバイス105Aの操作者が移動した距離を追跡することができる。また
、水泳スポーツ活動モジュール130Aは、心拍数、燃焼カロリー、水温、および装着型ワイ
ヤレスポータブルデバイス105Aの操作者によるラップの数を追跡し、監視することができ
る。スポーツ活動モジュール130Aはまた、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aによ
って選択された活動に従って時間を追跡し、監視することができる。
【００５０】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者の運動またはスポーツ活動を追跡す
ることに加えて、運動またはスポーツ活動モジュール130Aは、図1Aに示される第2の装着
型ワイヤレスポータブルデバイス105Bから装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aに送
信される成績データを受信するように構成され得る。一実施形態では、装着型ワイヤレス
ポータブルデバイス105Aは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者と同じ運
動またはスポーツ活動に参加している可能性がある別の装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105Bの他の操作者に関するデータを受信することができる。そのような成績データに
は、限定はされないが、(1)ディスプレイ155に示され得る他の競技者または運動者の地理
的位置、および(2)他の競技者または運動者の特定のメトリクスが含まれ得る。具体的な
メトリクスには、限定はされないが、燃焼カロリー、現在の速度、現在の運動時心拍数、
または競技時心拍数などが含まれ得る。成績データは、自身の運動またはスポーツ活動デ
ータをアップロードし記憶した有名な競技者からのデータを含み得る。このようにして、
装着型ワイヤレスポータブルデバイス105は、異なる町、都市、州、国などに住んでいる
人々が成績データを互いに比較するなど、地理的に大きく分散している(すなわち、互い
に離れている)可能性のある複数の競技者および/または運動者の間の競争を促進すること
ができる。
【００５１】
　運動またはスポーツ活動モジュール130Aはまた、有名な競技者または注目すべき競技者
によってリモートサーバ111に記録され記憶されたベンチマークのような、記憶されたデ
ータと関連付けられるベンチマークを追跡し監視することができる。言い換えると、運動
またはスポーツ活動モジュール130Aは、(本明細書全体にわたって成績データとも呼ばれ
る)自身の運動またはスポーツ活動データをアップロードし記憶した有名な競技者または
注目すべき競技者の記憶されている結果と、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの
操作者の現在の運動またはスポーツ活動との連続的な比較を実現することができる。運動
またはスポーツ活動モジュール130Aによって実行されるこれらの比較機能についての詳細
は、図3および図4に関して以下でさらに詳細に説明される。
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【００５２】
　個人用安全モジュール135Aは、操作者が複数の個人用安全機能および権能から選択する
ことを可能にするハードウェアおよび/またはソフトウェアモジュールを含み得る。たと
えば、個人用安全モジュール135Aは、GPSモジュール120Aによって監視され検出される装
着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置がワイヤレス通信ネットワーク142を通じ
て送信され得るように、機能をアクティブ化することができる。このデータは、サーバ11
1によって受信され得る。このようにして、第三者は、個人用安全モジュール135Aをアク
ティブ化した装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの動きを監視することができる。
個人用安全モジュール135Aは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者によっ
て押され得る警告またはアラームボタンのような、ユーザにより定義される機能を含み得
る。警告またはアラームボタンは、操作者が強盗、誘拐、暴行などの安全上の問題に直面
している場合に、操作者によって押され得る。
【００５３】
　個人用安全モジュール135Aはまた、操作者による選択に従って装着型ワイヤレスポータ
ブルデバイス105Aの位置の定期的更新を提供するようにプログラムされ得る。個人用安全
モジュール135Aは、操作者の状態が良好であることを示す定期的なテキストメッセージを
生成することができる。同様に、個人用安全モジュール135Aはまた、「キルスイッチ」と
して動作することができる。この機能のために、操作者は、ある時間間隔および/もしく
は位置または両方に従って、「操作者は大丈夫である」ことを伝えるメッセージを送信す
るボタンを押すことを求められる。装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者が
一定の期間の後、かつ/もしくはある位置において、またはその両方の状況において、ボ
タンを押していないとき、アラーム信号が装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aによ
ってトリガされ生成され得る。このアラーム信号は、ワイヤレス通信ネットワーク142を
通じてサーバ111に伝えられる。例示的な実施形態におけるアラーム信号は、テキストメ
ッセージの形態をとり得る。テキストメッセージの生成は、ごくわずかであるか低い帯域
幅を消費し得る。テキストメッセージ機能は、3Gおよび4Gワイヤレス接続を利用する従来
のワイヤレスデバイスのように動作し得る。
【００５４】
　個人用安全モジュール135Aは、他のタイプの安全機能および/または権能をサポートす
ることができる。そのような他のタイプの安全機能および/または権能は、装着型ワイヤ
レスポータブルデバイス105Aの操作者がサーバ111に警告状態を送信することを可能にす
る警告機能を含み得る。この警告状態により、第2の装着型ワイヤレスポータブルデバイ
ス105Bまたはポータブルコンピューティングデバイス107のような遠隔の操作者は、第1の
装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの状態の追跡または監視を開始するように通知
され得る。
【００５５】
　言い換えると、個人用安全モジュール135Aは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス10
5Aの位置を監視する者について即時の行動を要求しない警告機能をサポートすることがで
きる。この警告機能は、サーバ111にアクセスできる者に、第三者によるさらなる監視が
もはや必要ではないことを装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者が示すまで
、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置および動きに注目することを開始する
ように要求するだけであり得る。
【００５６】
　個人用安全モジュール135Aはまた、911緊急呼出し機能のような緊急権能および/または
機能をサポートすることができる。これは、911緊急呼出し機能がアクティブ化されたと
き、所定のまたは決まったメッセージとともに装着型ワイヤレスポータブルデバイス105A
の現在の位置を送信するように個人用安全モジュール135Aがプログラムされ得ることを意
味する。決まったメッセージは、緊急隊員/最初の応答者に、装着型ワイヤレスポータブ
ルデバイス105Aの操作者の救助に直ちに来るように伝える命令とともに、操作者の名前を
識別するテキストメッセージおよび/または音声メッセージを含み得る。個人用安全モジ
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ュール135Aはまた、緊急事態のカテゴリーまたはタイプを識別し、装着型ワイヤレスポー
タブルデバイス105Aの操作者によって選択されたカテゴリーまたはタイプに対応する緊急
支援を要求することのような、特定の緊急機能をサポートすることができる。
【００５７】
　すなわち、個人用安全モジュール135Aは、救急医療機能、緊急警察機能、および緊急消
防機能、またはそれらの任意の組合せをサポートすることができる。このようにして、装
着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者は、適切な緊急隊員/最初の応答者が装
着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置に到着するように適切に通知され、要求さ
れるように、操作者が経験し得る緊急事態のタイプを選択することができる。
【００５８】
　上述のように、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、1つまたは複数の娯
楽モジュール140を含み得る。1つまたは複数の娯楽モジュール140は、限定はされないが
、オーディオプレーヤ、ビデオプレーヤ、ビデオゲーム、および他の娯楽機能を含む、権
能および/もしくは機能またはそれらの組合せをサポートすることができる。たとえば、
娯楽モジュール140は、音楽ファイルを含むオーディオファイルを再生するためのMP3プレ
ーヤを含み得る。
【００５９】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、従来の写真およびビデオをサポート
し得るカメラ145を含み得る。カメラ145に関するさらなる詳細は、図1Bに関連して以下で
説明される。装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、スピーカー150、マイク
ロフォン360、ディスプレイ155、およびユーザインターフェースモジュール160を含み得
る。ユーザインターフェースモジュール160は、スピーカー150、ディスプレイ155、およ
びマイクロフォン360に結合され得る。
【００６０】
　ユーザインターフェースモジュール160は、ディスプレイ155に示されるグラフィックス
に統合され、タッチ命令およびキーイン命令(keyed-in command)、さらには音声によりア
クティブ化される命令をサポートし得る、オペレーティングシステム(「OS」)をサポート
するか、そのOSの一部であってよい。ユーザインターフェースモジュール160は、ディス
プレイ155上にシミュレートされたキーボードを提供し得る。代替的に、図1Bに示される
ような物理キーボードまたはキーパッド374は、ユーザインターフェースモジュール160の
一部であり得る。
【００６１】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、ディスプレイ155、スピーカー150、
および運動またはスポーツ活動モジュール130Aに結合され得る1つまたは複数の時間モジ
ュール165を含み得る。時間モジュール165は、現在の時間ならびに複数の時間および世界
中の他の時間帯を追跡することができる。時間モジュール165は、アクセスされることが
可能であり、限定はされないが、ラップタイム、ランニングまたはジョギングの速さ、お
よび他の同様の時間機能のようなデータを運動またはスポーツ活動モジュール130Aに提供
することができる。時間モジュール165は、ディスプレイ155に結合され得る。時間モジュ
ール165によって追跡される時間は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者
に表示可能であり得る。
【００６２】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、様々な異なる形態をとり得る可搬性
ハードウェア170を含み得る。たとえば、可搬性ハードウェア170は、装着型ワイヤレスポ
ータブルデバイス105Aがブレスレットとして、または腕時計のように装着されるように、
一緒に結合された1つまたは複数の帯のような物理的構造を含み得る。他の場合には、可
搬性ハードウェア170は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aが人体構造の他の部
分に装着され得るように、他の帯、ストラップ、留め具を含み得る。たとえば、WWPD 105
Aは、人の腕に、さらには人の胴の周りに装着され得る。さらなる例として、WWPD 105は
、人の首の周りにペンダントとして装着されてよく、かつ/または衣服に留められてよい
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。
【００６３】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、ディスプレイ155B、ユーザインター
フェースモジュール160、およびRF送受信機115に結合されたウェブブラウザモジュール17
5を含み得る。ウェブブラウザモジュール175は、操作者がインターネットにアクセスする
こと、さらに、GPSモジュール120Aおよび運動またはスポーツ活動モジュール130Aのよう
な様々なモジュールが特定の情報をアップロードまたはダウンロードすることを、可能に
し得る。
【００６４】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aはまた、電源180を含み得る。電源180には、
限定はされないが、電池、キャパシタ、太陽電池、機械動力生成デバイス(すなわち、自
動巻き機器)、およびそれらの任意の組合せ、ならびに当業者に知られている同様の電源1
80が含まれ得る。
【００６５】
　ある実施形態では、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aは、別のデバイス(たと
えば、WWPD 105B、モバイルデバイスなど)への通信リンクが確立されたと判定したことに
基づいて、または、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aおよび第2のデバイスの機
能が重複している、同じもしくは同様の動作を実行することが可能である、または同じも
しくは同様の機能もしくはサービスをユーザに提供することが可能であると判定したこと
に応答して、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aのコンポーネント、リソース(た
とえば、センサなど)、プロセッサ、モジュール、システム、およびサブシステムのいず
れかまたはすべてを、選択的に非アクティブ化し、パワーダウンし、電源切断し、または
それらの電力消費の需要を減らすように構成される、電力管理システムを含み得る。
【００６６】
　サーバ111は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105A内に含まれているかその一部
であるモジュールに類似した、1つまたは複数のモジュールを含み得る。すなわち、サー
バ111は、1つまたは複数のGPSモジュール120B、1つまたは複数の運動またはスポーツ活動
モジュール130B、1つまたは複数の生体モニタモジュールまたは生理学的モニタモジュー
ル125B、および1つまたは複数の個人用安全モジュール135Bを含み得る。サーバ111のモジ
ュールは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aのモジュールに対して補足的であっ
てよく、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aのモジュールと協働して動作してよい
。
【００６７】
　前述のように、サーバ111は、他の装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Bと、さら
には他のポータブルコンピューティングデバイス107と通信することができる。他のポー
タブルコンピューティングデバイス107は、ハンドヘルドコンピュータ、ラップトップコ
ンピュータ、およびデスクトップコンピュータを含み得る。
【００６８】
　図1Bを参照すると、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの例示的で非限定的な実
施形態が示されている。装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aは、マルチコアCPU 39
0を含むオンチップシステム322を含む。マルチコアCPU 390は、第0のコア394、第1のコア
396および第Nのコア398を含み得る。代替の例示的な実施形態によれば、CPU 390はまた、
マルチコアを有するCPUでなく単一コアのタイプのCPUを含み得る。
【００６９】
　図1Bに示されるように、ディスプレイコントローラ328およびタッチスクリーンコント
ローラ330がマルチコアCPU 390に結合される。次に、オンチップシステム322の外部にあ
るディスプレイ155が、ディスプレイコントローラ328およびタッチスクリーンコントロー
ラ330に結合される。
【００７０】
　図1Bは、ビデオエンコーダ334、たとえば位相反転線(PAL)エンコーダ、順次式カラーメ
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モリ(sequential color a memoire(SECAM))エンコーダ、または全米テレビジョン方式委
員会(NTSC)エンコーダがマルチコアCPU 390に結合されることをさらに示す。さらに、ビ
デオ増幅器336が、ビデオエンコーダ334およびタッチスクリーンディスプレイ108に結合
される。また、ビデオポート338がビデオ増幅器336に結合される。図1Bに示されるように
、ユニバーサルシリアルバス(USB)コントローラ340がマルチコアCPU 390に結合される。
また、USBポート342がUSBコントローラ340に結合される。メモリ392および加入者識別モ
ジュール(SIM)カード346も、マルチコアCPU 390に結合され得る。
【００７１】
　さらに、図1Bに示されるように、デジタルカメラ145がマルチコアCPU 390に結合され得
る。例示的な実施形態では、デジタルカメラ145は、電荷結合デバイス(CCD)カメラまたは
相補型金属酸化物半導体(CMOS)カメラである。
【００７２】
　図1Bにさらに示されるように、ステレオオーディオコーダ-デコーダ(コーデック)350が
マルチコアCPU 390に結合され得る。その上、オーディオ増幅器352は、ステレオオーディ
オコーデック350に結合され得る。例示的な実施形態では、第1のステレオスピーカー150A
および第2のステレオスピーカー150Bがオーディオ増幅器352に結合される。図1Bは、マイ
クロフォン増幅器358もステレオオーディオコーデック350に結合され得ることを示す。加
えて、マイクロフォン360は、マイクロフォン増幅器358に結合され得る。ある特定の実施
形態では、周波数変調(FM)ラジオチューナー362がステレオオーディオコーデック350に結
合され得る。また、FMアンテナはFMラジオチューナー362に結合される。さらに、ステレ
オヘッドフォン366がステレオオーディオコーデック350に結合され得る。
【００７３】
　図1Bは、高周波(「RF」)送受信機115がマルチコアCPU 390に結合され得ることをさらに
示す。RFスイッチ370がRF送受信機368およびRFアンテナ110Aに結合され得る。図1Bに示さ
れるように、キーパッド374がマルチコアCPU 390に結合され得る。また、マイクロフォン
を備えたモノヘッドセット376が、マルチコアCPU 390に結合され得る。さらに、バイブレ
ータデバイス378がマルチコアCPU 390に結合され得る。
【００７４】
　図1Bは、電源180がオンチップシステム322に結合され得ることも示す。一実施形態によ
れば、電源180は、電力を必要とする装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの様々な
コンポーネントに電力を供給する直流(DC)電源である。さらに、特定の実施形態では、電
源180は、AC電源に接続された交流(AC)-DC変換器から得られる、充電式DC電池またはDC電
源である。
【００７５】
　図1Bは、データネットワーク、たとえばローカルエリアネットワーク、パーソナルエリ
アネットワーク、または任意の他のネットワークにアクセスするために使用され得る、ネ
ットワークカード388をさらに示す。ネットワークカード388は、Bluetooth(登録商標)ネ
ットワークカード、WiFiネットワークカード、パーソナルエリアネットワーク(PAN)カー
ド、パーソナルエリアネットワーク超低電力技術(PeANUT)ネットワークカード、または当
技術分野でよく知られている任意の他のネットワークカードであり得る。さらに、ネット
ワークカード388は、チップに組み込まれることがあり、すなわち、ネットワークカード3
88は、チップ内のフルソリューションであることがあり、個別のネットワークカード388
ではないことがある。
【００７６】
　マルチコアCPU 390は、図1Aに関して上で説明されたモジュール120、125、130、135、
および140(120～140)のソフトウェアおよび/またはハードウェアの実施形態に結合され得
る。これらのモジュール120～140は、限定はされないが、特定用途向け集積回路(ASIC)、
および/またはファームウェアのような、ソフトウェアおよび/またはハードウェアの形態
をとり得る。図1Aのこれらのモジュール120～140は一般に、図1Aに関して上で説明された
全地球測位機能、生体モニタ機能、運動/競技成績追跡機能、個人用安全機能、および娯
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楽機能を提供することを担う。
【００７７】
　図1Bに示されるように、タッチスクリーンまたはディスプレイ155、ビデオポート338、
USBポート342、カメラ145、第1のステレオスピーカー354、第2のステレオスピーカー356
、マイクロフォン360、FMアンテナ364、ステレオヘッドフォン366、RFスイッチ370、RFア
ンテナ372、キーパッド374、モノヘッドセット/マイクロフォン376、バイブレータデバイ
ス378、および電源380は、オンチップシステム322の外部にある。
【００７８】
　本システムの別の特定の実施形態によれば、本明細書で説明される方法ステップの1つ
または複数は、図1Aに示される装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aに関して上で説
明されたモジュール120、125、130、135、および140のような、コンピュータプログラム
命令としてメモリ392に記憶され得る。
【００７９】
　これらの命令は、本明細書で説明される方法ステップを実行するために、マルチコアCP
U 390によって実行され得る。さらに、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aのマル
チコアCPU 390およびメモリ392、またはそれらの組合せが、本明細書で説明される方法ス
テップのうちの1つまたは複数を実行するための手段として機能し得る。
【００８０】
　図1Cは、ワイヤレスポータブルデバイス105Bの形態であり得る、モバイル動作が可能な
ある実施形態のコンピューティングデバイスの様々なコンポーネントを示す。具体的には
、図1Cは、ワイヤレスポータブルデバイス105Bがプロセッサ390B、メモリ392B、および接
続295のモジュールを含み得ることを示す。プロセッサ390Bは、本明細書で説明される様
々な実施形態の方法を含む種々の方法を実行するように、ソフトウェア命令によって構成
され得る。たとえば、プロセッサ390Bは、プログラム可能プロセッサ(たとえば、x86、AR
M)、デジタル信号プロセッサ(「DSP」)、特定用途向け集積回路(「ASIC」)、フィールド
プログラマブルゲートアレイ(「FPGA」)などを含み得る。
【００８１】
　プロセッサ390Bは、上で説明されたモジュール120～140に結合されること、および/ま
たはモジュール120～140を実行することが可能である。モジュール120～140は、限定はさ
れないが、特定用途向け集積回路(ASIC)、および/またはファームウェアのような、ソフ
トウェアおよび/またはハードウェアの形態をとり得る。図1Aのこれらのモジュール120～
140は一般に、図1Aに関して上で説明された全地球測位機能、生体モニタ機能、運動/競技
成績追跡機能、個人用安全機能、および娯楽機能を提供することを担う。
【００８２】
　メモリ392Bは、コンピュータによってアクセス可能な論理および/またはデータを記憶
するように動作可能な任意の光ディスク記憶装置、任意の磁気ディスク記憶装置、または
任意の他の媒体であってよい。メモリ392Bは、ランダムアクセスメモリ(「RAM」)、読取
り専用メモリ(「ROM」)、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(「EEPROM」)
、または装着型ワイヤレスポータブルデバイス105のための小型の電子パッケージングに
適した任意のタイプのソリッドステートメモリを含み得る。
【００８３】
　接続295は、一般に、他のコンピュータ、ワイヤレスデバイス、ラップトップ、サーバ
などへの接続を可能にし得る。接続295は、ネットワークインターフェースカード(「NIC
」)、モデム、ユニバーサルシリアルバスポート(「USB」)、Firewireポート、3G/4Gワイ
ヤレスモデム、近距離無線通信接続(「NFC」)などを含み得る。接続295は、任意の他の有
線接続、任意の他のワイヤレス接続、任意の他の磁気接続、任意の他の視覚的接続、任意
の他の可聴式接続などであり得る。
【００８４】
　図2は、人体構造的取付けハードウェア170内に格納され、安全監視機能および通信機能
を有する、例示的な装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の図である。図2に示される
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例示的な実施形態では、人体構造的取付けハードウェア170は、対象人物250の腕255に装
着するのに適したブレスレットまたは装飾用のシェルを含む。上で論じられたように、装
着型ワイヤレスポータブルデバイス105は、腕255への取付けにのみ適した人体構造的取付
けハードウェア170に限定されない。取付けハードウェア170は、装着型ワイヤレスポータ
ブルデバイス105が体の他の領域に装着され得るように、鎖、ピン、クリップ、または他
のタイプの機械式留め具のような他の要素を含み得る。たとえば、WWPD 105は、首の周り
に装着するためのペンダントの形態をとり得る。WWPD 105は、二頭筋に付けるためのユニ
ット、または対象人物250の腰に装着されるユニットを含み得る。
【００８５】
　図2に示される例示的な実施形態では、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105のディ
スプレイ155Aは、限定はされないが、現在時刻、および操作者または対象人物250の心拍
数182のような、操作者の多数の情報を提供することができる。ディスプレイ155Aはまた
、以下でさらに詳細に説明されるような、他のユーザインターフェース要素160A～160Gを
示すことができる。
【００８６】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105は、1つまたは複数の異なるタイプのセンサ21
0に結合され得る。図2に示される例示的な実施形態では、センサ210は心拍数センサを含
み得る。しかしながら、他のタイプのセンサが本発明の範囲内に含まれ、限定はされない
が、呼吸センサ、酸素化センサ、汗センサ、血圧センサ、血糖値測定器、温度センサ、お
よび他の同様のセンサを含み得る。他の同様のセンサは、運動および競技活動中の成績を
監視し追跡する際に役に立つ様々な異なるタイプの生理学的パラメータを測定することが
できる。
【００８７】
　図2に示される例示的な実施形態では、心拍数センサ210は、ストラップ215によって支
持され得る。当業者によって理解されるように、センサ210のためのストラップ215以外の
他の取付けハードウェアが利用され得る。装着型ワイヤレスポータブルデバイス105は、
ワイヤレス接続205Aを介してセンサ210に結合され得る。ワイヤレス接続は、限定はされ
ないが、高周波結合、磁気結合、赤外線および音響結合を含む。当業者によって理解され
るように、特に言及されていない他のワイヤレス接続も、十分に本発明の範囲内に入る。
代替的な実施形態では、有線接続205Bが、センサ210を装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105に結合するために使用され得る。
【００８８】
　7個のユーザインターフェース要素160A～160Gは、タッチスクリーンタイプの機能をサ
ポートするディスプレイ155Aに適したものであり得る。これは、7個のユーザインターフ
ェース要素160A～160Gについて、これらのユーザインターフェース要素160A～160Gのうち
の1つまたは複数を操作者がタッチしたときに、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105
によってサポートされる1つまたは複数の権能および/または機能がアクティブになり得る
こと、または操作者/対象人物250によってアクセスされ得ることを意味する。
【００８９】
　第1のユーザインターフェース要素160Aは、図1Aに関して上で説明されたように警告メ
ッセージを作成するための警告ボタンを含み得る。そのような警告機能は、装着型ワイヤ
レスポータブルデバイス105Aの操作者がサーバ111に警告状態を送信することを可能にす
る、警告機能を含み得る。そしてサーバは、図1Aに示されるような第2の装着型ワイヤレ
スポータブルデバイス105Bまたはポータブルコンピューティングデバイス107のような、
遠隔の操作者に警告を送信することができる。ポータブルコンピューティングデバイス10
7は、第1の装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの状態の追跡または監視を開始する
ように通知され得る。
【００９０】
　言い換えると、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の個人用安全モジュール135A
は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置を監視する者について即時の行動を
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要求しない警告機能をサポートすることができる。この警告機能は、第1のユーザインタ
ーフェース要素160Aによってアクティブ化されたときに、サーバ111にアクセスすること
ができる者に対し、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置および動きに注目す
ることを開始するように要求するだけであり得る。第三者によるさらなる監視がもはや必
要ではないことをWWPD 105Aの操作者が示したとき、その第三者はWWPD 105Aの位置および
動きの監視を停止することができる。
【００９１】
　第2のユーザインターフェース要素160Bは、図1Aに関して上で説明されたような、即時
または至急の応答機能をサポートすることができる。すなわち、第2のユーザインターフ
ェース要素160Bは、911緊急呼出し機能のような、緊急権能および/または機能をサポート
することができる。これは、ユーザインターフェース要素160Bと関連付けられる911権能
または「緊急」ボタン機能がアクティブ化されたときに、装着型ワイヤレスポータブルデ
バイス105Aの現在の位置を送信するように個人用安全モジュール135Aがプログラムされ得
ることを意味する。WWPD 105Aはまた、テキストメッセージおよび/または音声メッセージ
を含み得るメッセージを送信することができる。テキストメッセージおよび/または音声
メッセージは、緊急隊員または最初の応答者に、装着型ワイヤレスポータブルデバイス10
5Aの操作者の救助に大いに直ちに来るように伝える命令とともに、操作者の名前を識別す
ることができる。
【００９２】
　第2のユーザインターフェース要素160Bによってアクティブ化される個人用安全モジュ
ール135Aはまた、緊急事態のカテゴリーまたはタイプを識別することのような、特定の緊
急機能をサポートすることができる。第2のユーザインターフェース要素160Bは、装着型
ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者によって選択されたカテゴリーまたはタイプ
に対応する緊急支援を要求することができる。これは、個人用安全モジュール135Aが、救
急医療機能、緊急警察機能、および緊急消防機能、またはそれらの任意の組合せをサポー
トできることを意味する。
【００９３】
　このようにして、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者は、第2のユーザ
インターフェース要素160Bの「緊急」ボタンがアクティブ化された後に操作者が経験し得
る緊急事態のタイプを選択することができる。このことは、適切な緊急隊員または最初の
応答者が、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置に到着するように適切に通知
され、要求されることを可能にする。
【００９４】
　第3のユーザインターフェース要素160Cは、操作者が装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105で現在の運動または競争相手/成績データを記録し記憶することを望む機能をサポ
ートすることができる。第3のユーザインターフェース要素160Cはまた、図1Aに関して上
で説明された競争機能をアクティブ化することができる。
【００９５】
　第3のユーザインターフェース要素160Cは、図1Aに示されるような他の装着型ワイヤレ
スポータブルデバイス105Bから装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aに送信される成
績データをWWPD 105Aが受信するように、運動またはスポーツ活動モジュール130Aをアク
ティブ化することができる。同様に、第3のユーザインターフェース要素160Cのアクティ
ブ化はまた、運動またはスポーツ活動モジュール130Aに、WWPD 105Aの操作者/対象人物25
0の現在の成績データをワイヤレス通信ネットワーク142を通じてサーバ111へ送信させ得
る。
【００９６】
　例示的な一実施形態では、第3のユーザインターフェース要素160Cのアクティブ化は、
特定の装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者/対象人物250と同じ運動または
スポーツ活動に参加している可能性のある他のWWPD 105Bの他の操作者に関するデータをW
WPD 105Aが受信する機能を、開始させ得る。そのような成績データは、限定はされないが
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、ディスプレイ155に示され得る他の競技者または運動者の地理的位置、および、燃焼カ
ロリー、現在の速度、現在の運動時または競技時心拍数などのような、他の競技者の特定
のメトリクスを含み得る。このようにして、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105は
、地理的に大きく分散している(互いに離れている)ことのある複数の競技者および/また
は運動者の間の競争を促進することができる。たとえばこれは、異なる町、都市、州、国
などに住んでいる人々が互いに成績データを比較することを含み得る。
【００９７】
　第4のユーザインターフェース要素160Dは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105に
よってサポートされ得る様々な選択肢および/または機能を表示できる「メニュー」機能
をアクティブ化することができる。この第4のユーザインターフェース要素160Dは、操作
者/対象人物250がメニュー要素から選択できるように、ディスプレイ155Aにメニューを表
示させ得る。
【００９８】
　第5のユーザインターフェース要素160Eは、上で図1Aに関して説明された「プッシュツ
ートーク」または「プッシュツートランスミット」機能をサポート/アクティブ化するこ
とができる。一実施形態では、第5のユーザインターフェース要素160Eのアクティブ化は
、操作者/対象人物250がスピーカー150を使用して通信を行えるように、QChat(登録商標)
ベースの即時通信を開始することができる。前述のように、QChat(登録商標)は、カリフ
ォルニア州サンディエゴを本拠とするQualcomm, Inc.によって開発されたソフトウェアア
プリケーションである。QChat(登録商標)は、異なる位置にいるユーザ間の即時接続およ
び双方向通信の信頼できる方法を提供する。QChat(登録商標)は、装着型ワイヤレスポー
タブルデバイス105Aのユーザが、第5のユーザインターフェース要素160Eのようなボタン
を押すことで、世界各地の他のQChat(登録商標)ユーザに瞬時に接続することを可能にす
る。
【００９９】
　第6および第7のユーザインターフェース要素160F、160Gは、操作者/対象人物250が運動
または他の形態の競技活動の時間を追跡できるように、ストップウォッチの開始および停
止のような従来型の経時的機能をサポートすることができる。第6および第7のユーザイン
ターフェース要素160F、160Gは、図1Aに関連して上で説明された1つまたは複数の時間モ
ジュール165に結合され得る。
【０１００】
　図3は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の操作者の運動データ305Aおよび競争
相手データ305Bを表示するためのスクリーン/ディスプレイ155Bの図である。このスクリ
ーン/ディスプレイ155Bは、運動またはスポーツ活動モジュール130Aによって生成されて
よく、運動またはスポーツ活動モジュール130Aは、図1Aに示されるような他の装着型ワイ
ヤレスポータブルデバイス105Bから装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aに送信され
る成績データを受信することができる。言い換えると、装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105Aは、他の装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Bの他の操作者に関係する、ま
たはそれと関連付けられる競争相手データ305Bのような、データを受信することができる
。これらの他のWWPD 105Bは、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者と同じ
運動またはスポーツ活動に参加していることがある。
【０１０１】
　そのような成績データは、限定はされないが、ディスプレイ155に示され得る他の競技
者または運動者の地理的位置を含み得る。一実施形態では、燃焼カロリー、現在の速度、
現在の運動時または競技時心拍数などのような、他の競技者および運動者の特定のメトリ
クスが、ディスプレイ155に示され得る。このようにして、装着型ワイヤレスポータブル
デバイス105は、地理的に大きく分散している(互いに離れている)ことのある複数の競技
者および/または運動者の間の競争を促進することができる。これは、異なる町、都市、
州、国などに住んでいて競争し得る他者と、人々が成績データを比較することを含む。
【０１０２】
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　図3に示される例示的な実施形態では、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操
作者の運動または競技活動データ305Aは、サイクリングの活動に関係する情報を含み得る
。ディスプレイ155Bに示される競技データ305Aは、限定はされないが、活動中に操作者が
進んだ距離、活動中に燃焼されたカロリーの量、操作者の現在の心拍数、およびマイル毎
時(MPH)単位の平均速度のような情報を含み得る。
【０１０３】
　前述のように、運動またはスポーツ活動モジュール130Aはまた、有名な競技者または注
目すべき競技者によってサーバ111に記録され記憶されたベンチマークのような、記憶さ
れたデータと関連付けられるベンチマークを追跡し監視することができる。一実施形態で
は、運動またはスポーツ活動モジュール130Aは、有名な競技者または注目すべき競技者の
記憶された結果と装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作者の現在の運動または
スポーツ活動との連続的な比較を実現することができる。有名な競技者は、(本明細書全
体にわたって成績データとも呼ばれる)自身の運動またはスポーツ活動データをアップロ
ードし記憶していることがある。
【０１０４】
　図3に示される例示的な実施形態では、競争相手データ305Bは、有名な競技者によって
設定されたベンチマークを含み得る。この特定の例では、有名な競技者はサイクリングフ
ィールドにいる。この競争相手データ305Bは、競技活動データ305Aと同じパラメータを有
し得る。この特定の例では、競争相手データ305Bはまた、活動中に操作者と同じ位置で競
技者が進んだ距離、同じ段階で活動中に燃焼された競技者のカロリーの量、活動の同じ段
階における競技者の記録された心拍数、および活動の同じ段階における競技者のマイル毎
時単位の記録された平均速度を含む。
【０１０５】
　上で説明されたように、競争相手データ305Bはまた、装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105Bの別の操作者のリアルタイム情報を含み得る。操作者Janeが目下のまたは現在の
活動において操作者Vance Legstrongと競走している場合、競技活動データ305Aおよび競
争相手データ305Bは現在のものであり、2つ以上の装着型ワイヤレスポータブルデバイス1
05A、105Bによって監視されている競技活動のパラメータは変動する。
【０１０６】
　運動データ305Aおよび競争相手データ305Bに加えて、装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105、そして具体的には運動またはスポーツ活動モジュール130Aはまた、運動データ3
05Aが競争相手データ305Bに近づき得るように、または場合によっては競争相手データ305
Bを上回り得るように、操作者に勧告305Cを提供することができる。たとえば、Jane Doe
が操作者Vance Legstrongと競走している場合、運動モジュールは、JaneがVanceに勝つの
を助けようとし得る。一実施形態では、運動またはスポーツ活動モジュール130Aは、運動
データ305Aを競争相手データ305Bと比較することができる。運動またはスポーツ活動モジ
ュール130Aはまた、WWPD 105Aの操作者が平均速度を少なくとも毎時6マイル上げれば、操
作者は競争相手データ305Bによって追跡されている競技活動において競争相手についてい
くことが可能になり得ると判定することができる。
【０１０７】
　図4は、地理的要素に対する地図400上の装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位
置を表示するためのスクリーン155Cの図である。地理的要素は、街路426、428を含んでよ
く、スクリーン155Cは、第2および第3のWWPD 105B、105Cの他の位置422、424に対して第1
のWWPD 105Aを示すことができる。一実施形態では、地図400は、運動またはスポーツ活動
モジュール130Aと組み合わせてGPSモジュール120Aによって生成され得る。
【０１０８】
　上述のように、GPSモジュール120Aはまた、WWPD 105Aの計算された地理的な座標を、RF
送受信機115を使用して、ワイヤレス通信ネットワーク142を通じてサーバ111に送信する
ことができる。このようにして、WWPD 105Aのリアルタイムの地理的な座標を示す地図400
が、他のデバイス105Bおよび107に表示され得る。地図400において、装着型ワイヤレスポ
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ータブルデバイス105Aの操作者は、参照符号420によって指定される。一方、他の装着型
ワイヤレスポータブルデバイス105B、105Cは、参照符号422および424によって示されるよ
うに、それらのそれぞれの地理的位置を送信している。WWPD 105A、105B、および105Cの
これらの座標は、運動またはスポーツ活動モジュール130AおよびGPSモジュール120Aによ
って処理され、追跡され得る。
【０１０９】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス105A、105B、および105Cは、図4に示されるよう
に楕円形アイコンで表されている。しかしながら、当業者によって理解されるように、監
視されている活動のタイプを指定できる他のタイプのアイコンが使用されてもよい。たと
えば、図4において使用される楕円形の代わりに、自転車の形のアイコンまたはランナー
の形のアイコンが、サイクリングまたはランニングを示すために使用されてもよい。当業
者によって理解されるように、他の活動を表す他のアイコンの形およびタイプが使用され
てもよい。
【０１１０】
　図5は、街路426、428のような地理的要素に対する装着型ワイヤレスポータブルデバイ
ス105Aの位置を表示するための、遠隔のポータブルコンピューティングデバイス107のス
クリーン500の図である。スクリーン500は、GPSモジュール120Aから受信された座標およ
び装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの個人用安全モジュール135Aから受信された
情報に基づいて生成され得る。
【０１１１】
　ポータブルコンピューティングデバイス107は、ワイヤレス通信ネットワーク142を介し
てサーバ111に結合され得る。スクリーン500は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス10
5Aの操作者が警告状態をサーバ111に送信することを可能にする個人用安全モジュール135
Aによってサポートされる警告機能に応答して生成され得る。これらの警告は、ポータブ
ルコンピューティングデバイス107に、第1の装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの
状態の追跡または監視を開始させ得る。
【０１１２】
　一実施形態では、個人用安全モジュール135Aは、図5のスクリーン500を調べている者の
ような、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置を監視する者について即時の行
動を要求しない警告機能をサポートすることができる。この警告機能は、サーバ111にア
クセスすることができる者に対し、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの位置およ
び動きに注目することを開始するように要求するだけであり得る。
【０１１３】
　たとえば、Jane Doeは、図5に示されるように2010年9月30日の時刻3:20pmに第1の警告1
05A1を生成することを決めたサイクリストである。Janeは、警告ボタン(たとえば、図2の
ユーザインターフェース要素160A)を押すことによって、この警告をアクティブ化した。
図5の第1の警告105A1によって指定された位置から移動した後、Janeは、図5において3:25
pmに第2の警告105A2によって示される第2の警告位置に到着したときに、警告ボタン(すな
わち、図2のユーザインターフェース要素160A)を押すことによって警告状態を取り消すこ
とを決定した。Janeは、図5の第1の警告105A1の位置と比較して、より安全なエリアで自
転車に乗っていると感じたので、警告を取り消すことを決定した。
【０１１４】
　WWPD 105AのGPSモジュール120Aは、この連続的な動きデータが遠隔のポータブルコンピ
ューティングデバイス107のスクリーン500に表示され得るように、サーバ111にその位置
を連続的に送信することができる。スクリーン500は、操作者が装着型ワイヤレスポータ
ブルデバイス105Aの操作者と通信することを可能にする、様々なユーザインターフェース
をサポートすることができる。
【０１１５】
　たとえば、スクリーン500の第1のユーザインターフェース要素505は、ポータブルコン
ピューティングデバイス107の操作者が装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aの操作
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者にテキストまたはショートメッセージングサービス(「SMS」)メッセージを送信するこ
とを可能にする、プッシュツーテキスト(push-to-text)機能を含み得る。第2のユーザイ
ンターフェース要素510は、ポータブルコンピューティングデバイス107の操作者が、警察
、消防署、および救助部門のような最初の応答者に連絡することを可能にする、オンスク
リーンボタンを含み得る。当業者によって理解されるように、他のユーザインターフェー
ス要素が使用されてよい。
【０１１６】
　図6は、装着型ワイヤレスポータブル通信デバイスで運動および個人の安全を追跡する
ための方法600を示すフローチャートである。ブロック605は、方法600の第1のステップで
あり、ブロック605において、運動またはスポーツ活動モジュール130Aは、装着型ワイヤ
レスポータブルデバイス105の操作者が追跡することを望む運動のタイプの選択を受信す
ることができる。次に、ブロック610において、個人用安全モジュール135Aは、ワイヤレ
ス通信ネットワーク142を通じてサーバ111に送信される警告を生成するための1つまたは
複数の選択肢の選択を受信することができる。選択され得るそのような選択肢は、図2に
示されるような例示的な第1のユーザインターフェース要素160Aを含み、この場合、装着
型ワイヤレスポータブルデバイス105の操作者は、スクリーン/ディスプレイ155A上の「警
告ボタン」を選択またはタッチすることによって、警告をアクティブ化することができる
。
【０１１７】
　次に、ブロック615において、生体モニタモジュールもしくは生理学的モニタモジュー
ル125Aおよび/または運動もしくはスポーツ活動モジュール130Aは、1つまたは複数の生体
出力または生理学的出力をディスプレイデバイス155Aに表示することができる。たとえば
、図2に示されるように、スクリーン/ディスプレイ155Aに心拍数182が表示され得る。し
かしながら、操作者によって選択された選択肢として、燃焼カロリーなどのような、他の
生理学的出力および/または計算されたパラメータが表示され得る。たとえば、操作者は
、スクリーン/ディスプレイ155Aに心拍数および燃焼カロリーを同時に表示するための選
択肢を選択すると決定することがある。
【０１１８】
　ブロック620において、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105は、追跡された生物学
的出力または生理学的出力、さらには、(GPSモジュール120Aによって決定された)装着型
ワイヤレスポータブルデバイス105の地理的位置をサーバ111に定期的に送信することがで
きる。ブロック625Dにおいて、ユーザインターフェースモジュール160は、図2に示される
第1および第2のユーザインターフェース要素160A、160Bのような、個人の安全のためのユ
ーザインターフェース要素を提供することができる。
【０１１９】
　上で説明されたように、第1のユーザインターフェース要素160Aは、装着型ワイヤレス
ポータブルデバイス105の操作者によって選択可能であり得る警告機能に関係し得る。第2
のユーザインターフェース要素160Bは、上で説明されたような緊急呼出し機能をサポート
することができる。当業者によって理解されるように、装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス105によって追跡され得る他の個人用安全機能が含まれる。
【０１２０】
　判断ブロック630において、個人用安全モジュール135Aは、装着型ワイヤレスポータブ
ルデバイス105の操作者によって警告機能が選択されたかどうかを判定することができる
。判断ブロック630への照会が否定であれば、判断ブロック640への「NO」分岐に進む。判
断ブロック630への照会が肯定であれば、ブロック635への「YES」分岐に進み、ブロック6
35において、個人用安全モジュール135Aは、サーバ111に警告を送信することができ、警
告はスクリーン500、そして具体的には図5に示される第1の警告105A1のようなグラフィカ
ル表示に変換され得る。
【０１２１】
　次に、判断ブロック640において、中央処理装置390と組み合わされたRF送受信機モジュ
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ール115は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の操作者が電話呼を行うことを望ん
でいるかどうかを判定することができる。判断ブロック640への照会が否定であれば、判
断ブロック650への「NO」分岐に進む。判断ブロック640への照会が肯定であれば、ブロッ
ク645への「YES」分岐に進み、ブロック645において、RF送受信機115は、サーバ111およ
び/または携帯電話ネットワークもしくはワイヤレス通信ネットワーク142との呼通信を確
立する。判断ブロック640はまた、図2に示されるようなユーザインターフェース要素160E
に対応する「プッシュツートーク」機能を操作者が選択することに対応し得る。
【０１２２】
　判断ブロック650において、CPU 390および/またはRF送受信機115は、装着型ワイヤレス
ポータブルデバイス105がサーバ111から、またはセルラー通信ネットワークもしくはワイ
ヤレス通信ネットワーク142から入来する呼通信を受信しているかどうかを判定すること
ができる。判断ブロック650への照会が否定であれば、判断ブロック670への「NO」分岐に
進む。判断ブロック650への照会が肯定であれば、ブロック655への「YES」分岐に進み、
ブロック655において、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の操作者が特定の呼をど
のように扱い得るかを説明するために、1つまたは複数の選択肢がディスプレイ155に表示
され得る。たとえば、操作者は、呼を受けてスピーカー150をアクティブ化することを、
選択することがある。代替的に、操作者は、呼を無視してサーバ111によってサポートさ
れるボイスメールツーテキスト(voicemail-to-text)機能に呼を転送することを、選ぶこ
とがある。
【０１２３】
　判断ブロック660において、CPU 390は、入来する呼を受け入れる選択が装着型ワイヤレ
スポータブルデバイス105の操作者によって行われたかどうかを判定することができる。
判断ブロック660への照会が否定であれば、判断ブロック670への「NO」分岐に進む。判断
ブロック660への照会が肯定であれば、ブロック665への「YES」分岐に進み、ブロック665
において、サーバ111および/またはそれぞれの携帯電話通信ネットワークもしくはワイヤ
レス通信ネットワーク142との呼通信が確立される。
【０１２４】
　判断ブロック670において、GPSモジュール120Aおよび/または運動もしくはスポーツ活
動モジュール130Aは、操作者が地図および/または競争相手データを表示する選択肢を選
択したかどうかを判定することができる。判断ブロック670への照会が否定であれば、判
断ブロック680への「NO」分岐に進む。判断ブロック670への照会が肯定であれば、ブロッ
ク675への「YES」分岐に進む。このステップにおいて、図4の地図400が、位置420および
他のユーザの位置422、424のような、操作者の現在の位置とともに表示され得る。
【０１２５】
　判断ブロック680において、娯楽モジュール140は、装着型ワイヤレスポータブルデバイ
ス105の操作者が娯楽の選択肢を選択したかどうかを判定することができる。たとえば、
操作者は、このブロックにおいて、MP3タイプのオーディオファイルのようなオーディオ
ファイルおよび/またはビデオファイルを再生することを選択することがある。判断ブロ
ック680への照会が否定であれば、方法600は終了する。判断ブロック680への照会が肯定
であれば、ブロック685への「YES」分岐に進む。このブロック685において、娯楽モジュ
ール140は、オーディオファイルを再生すること、ビデオファイルを再生すること、また
はゲームをすることのような、選択された娯楽の選択肢の1つまたは複数を実行すること
ができる。方法600は最後のブロックに進んで、終了する。
【０１２６】
　図7は、1つまたは複数の装着型ワイヤレスポータブルデバイスによって生成される運動
データおよび個人用安全データを処理するための方法700を示すフローチャートである。
一般にサーバ111によって実行される方法700における第1のブロックは、ブロック705であ
る。ブロック705において、サーバ111は、ワイヤレス通信ネットワーク142を通じてサー
バ111に送信される、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の操作者によって選択され
た選択肢に対応する生体出力または生理学的出力を受信することができる。
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【０１２７】
　次に、ブロック710において、サーバ111は、それぞれのGPSモジュール120Aによって生
成される1つまたは複数の装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の現在の位置を受信す
ることができる。ブロック715において、サーバ111は、選択された運動選択肢に従って生
体出力および/または生理学的出力を処理し、これらの結果をメモリに記憶することがで
きる。たとえば、サーバ111は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の操作者に何か
問題がないか判定するために、ワイヤレス通信ネットワーク142を通じて送信されている
現在の生体出力および/または生理学的出力を追跡し、基準の測定値および/または読取り
値と比較することができる。
【０１２８】
　続いて、判断ブロック720において、サーバは、1つまたは複数の装着型ワイヤレスポー
タブルデバイス105から1つまたは複数の安全警告を受信したかどうかを判定することがで
きる。判断ブロック720への照会が否定であれば、判断ブロック735への「NO」分岐に進む
。判断ブロック720への照会が肯定であれば、ブロック725への「YES」分岐に進み、ブロ
ック725において、サーバ111は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105Aから送信され
た、事前に選択された選択肢および/またはパラメータに従って警告を処理する。
【０１２９】
　このブロック725において、サーバ111は、図5のスクリーン500を生成し、ポータブルコ
ンピューティングデバイス107の操作者によって選択可能であり得る対話型ユーザインタ
ーフェース要素505および510を提供することができる。ブロック730において、サーバ111
は、図1Aおよび図4に示されるような1つまたは複数の他の装着型ワイヤレスポータブルデ
バイス105B、105Cのような、1人または複数の事前に選択されたユーザに警告を中継する
ことができる。
【０１３０】
　次に、判断ブロック735において、サーバ111または携帯電話ネットワークもしくはワイ
ヤレス通信ネットワーク142は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105の操作者が呼を
行うことを望んでいるかどうかを判定することができる。この呼は、上で説明された「プ
ッシュツートーク」機能および/または従来の携帯電話ネットワーク呼を含み得る。
【０１３１】
　判断ブロック735への照会が否定であれば、判断ブロック745への「NO」分岐に進む。判
断ブロック735への照会が肯定であれば、ブロック740への「YES」分岐に進み、ブロック7
40において、携帯電話ネットワーク、ワイヤレス通信ネットワーク142および/またはサー
バ111との、装着型ワイヤレスポータブルデバイスのための呼通信が確立される。
【０１３２】
　判断ブロック745において、サーバ111および/または携帯電話ネットワークもしくはワ
イヤレス通信ネットワーク142は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105への再送信の
ための呼が受信されたかどうかを判定することができる。判断ブロック745への照会が否
定であれば、判断ブロック765への「NO」分岐に進む。判断ブロック745への照会が肯定で
あれば、ブロック750への「YES」分岐に進み、ブロック750において、サーバ111および/
または携帯電話ネットワークもしくはワイヤレス通信ネットワーク142は、装着型ワイヤ
レスポータブルデバイス105に電話呼を中継する。
【０１３３】
　判断ブロック755において、サーバ111および/または携帯電話通信ネットワークは、装
着型ワイヤレスポータブルデバイス105が中継された呼を受け入れるかどうかを判定する
ことができる。判断ブロック755への照会が否定であれば、判断ブロック765への「NO」分
岐に進む。判断ブロック755への照会が肯定であれば、ブロック760への「YES」分岐に進
み、ブロック760において、サーバ111および/または携帯電話ネットワークもしくはワイ
ヤレス通信ネットワーク142は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105と呼を確立する
。
【０１３４】
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　次に、判断ブロック765において、サーバ111は、サーバ111が他の装着型ワイヤレスポ
ータブルデバイス105のための地図および/または競争相手データを表示するための信号を
受信したかどうかを判定することができる。信号は、装着型ワイヤレスポータブルデバイ
ス105のGPSモジュール120Aおよび/または運動もしくはスポーツ活動モジュール130Aによ
って生成され得る。
【０１３５】
　判定ブロック765への照会が否定である場合、「NO」の分岐に進み、そこで処理/方法70
0は終了する。判断ブロック765への照会が肯定であれば、ブロック770への「YES」分岐に
進み、ブロック770において、サーバ111は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス105に
他のユーザの地理的な座標および/または競争相手データを送信することができる。これ
らの地理的な座標は、GPSモジュール120Aが、図4に示されるようなスクリーン155Cを生成
することを可能にし得る。競争相手データは、運動またはスポーツ活動モジュール130Aが
、図3に示されるようなスクリーン/ディスプレイ155Bを生成することを可能にし得る。そ
して、処理/方法700は終了する。
【０１３６】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイス(「WWPD」)105は、遠隔通信ネットワークへの直
接の接続を確立するためのWAN通信回路(たとえば、セルラー送受信機など)と、より機能
が豊富なモバイルデバイスの通信回路を介して遠隔通信ネットワークへの間接的な接続を
確立するための低電力の短距離無線(たとえば、WiFiまたはBluetooth(登録商標)無線)と
を含む、小型で軽量のデバイスであり得る。WWPD 105は、より機能が豊富なモバイルデバ
イス(たとえば、スマートフォンなど)に近接しているときに、低電力の短距離通信技術を
介してそのモバイルデバイスと通信し、そのモバイルデバイスに近接していないときに、
WAN通信回路をアクティブ化してセルラーまたは同様のワイヤレスネットワーク接続を提
供するように構成され得る。WAN通信回路は、WWPD 105がモバイルデバイスに近接してな
いとき(すなわち、リソースを使用するために低電力の短距離通信を使用できず、モバイ
ルデバイスのWAN回路を介して通信するとき)にのみ活動させられるので、WWPD 105は、ス
マートフォンに通常含まれる大型の電池システム、および他の機能が豊富なモバイルデバ
イスを必要としない。このことは、WWPD 105が、腕時計またはペンダントのような小型で
軽量のデバイスに収容されることを可能にする。
【０１３７】
　図8は、手首ディスプレイ800の形態のある実施形態の装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス(「WWPD」)105と、スマートフォン802の形態のポータブルコンピューティングデバイ
スとの間の、通信リンクおよび情報の流れを示すブロック図である。WWPD 105およびスマ
ートフォン802は、低電力の短距離ワイヤレス通信リンク804を介して通信することができ
る。様々な実施形態では、低電力の短距離通信リンク804は、WiFi、Bluetooth(登録商標)
 low energy (BLE)、ANT、ANT Plus、PeaNUT(登録商標)、またはZigBee(登録商標)通信リ
ンクであり得る。ある実施形態では、低電力の短距離通信リンク804は、Bluetooth(登録
商標)通信リンクであり得る。
【０１３８】
　一般に、Bluetooth(登録商標)技術は、電子デバイス(たとえば、ヘッドフォン、携帯電
話、腕時計、ラップトップ、リモートコントロールなど)を接続しそれらの間で情報を交
換するための、電力効率が高く(すなわち、低電力の)安全な方法を提供する。Bluetooth(
登録商標)を通じて提供されるサービスの多くは、個人データを曝すことがあり、かつ/ま
たは接続している者が接続されているデバイスを制御することを可能にし得るので、Blue
tooth(登録商標)は、デバイスが互いに接続することを許される前に「信頼関係」をまず
確立するようにデバイスに求めることがある。この信頼関係は、「ペアリング」と呼ばれ
る処理を介して確立され得る。
【０１３９】
　ある実施形態では、WWPD 105および/またはスマートフォン802は、本明細書では通信距
離と呼ばれる互いの間のある距離(たとえば、100メートルなど)以内へと動かされると、
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ペアリング動作を自動的に開始し、Bluetooth(登録商標)通信リンク804を確立するように
構成され得る。Bluetooth(登録商標)の低電力で比較的短距離の特性により、そのようなB
luetooth(登録商標)通信リンク804は、本明細書では低電力の短距離通信リンクと呼ばれ
る。しかしながら、そのような電力効率の高い通信リンクは、WiFi、PeaNUT(登録商標)な
どのような他の技術を使用して確立されてよく、それらの各々が、本明細書で使用される
低電力の短距離通信リンクという用語の範囲に包含される。
【０１４０】
　様々な実施形態では、WWPD 105および/またはスマートフォン802は各々、現在のまたは
以前に確立されたペアリングに関するペアリング情報を記憶する、メモリを含み得る。記
憶されるペアリング情報は、名前フィールド、アドレスフィールド、リンク鍵フィールド
、および、デバイスを認証し、かつ/または低電力の短距離通信リンク804を確立するため
に有用な他の同様のフィールド(たとえば、プロファイルタイプなど)を含み得る。ある実
施形態では、WWPD 105および/またはスマートフォン802は、ペアリングされたデバイスリ
スト(PDL)にペアリング情報を記憶することができる。
【０１４１】
　WWPD 105および/またはスマートフォン802は、互いに近接しているとき、さらなる認証
またはユーザとの対話を伴わずに、ローカルに記憶されているペアリング情報を使用して
、低電力の短距離通信リンク804を自動的に確立するように構成され得る。低電力の短距
離通信リンク804が確立された後、WWPD 105は、低電力の短距離通信リンク804を介してス
マートフォン802と通信することができる。たとえば、スマートフォン802は、低電力の短
距離通信リンク804を通じて、着信する通信および/または警告をWWPD 105に中継すること
ができる。着信する通信は、音声呼(たとえば、PSTN呼、VOIP呼、セルラー呼など)、テキ
ストベースのメッセージ(たとえば、SMS、電子メール)、ソーシャルメディアメッセージ(
たとえば、Facebook(登録商標)通知、Tweet(登録商標)など)、録音されたメッセージ(た
とえば、YagattaTalk(登録商標)のユーザからの録音された音声メッセージ)、およびアプ
リケーションのリマインダー(たとえば、E-bay(登録商標)オークション通知、遠隔ベース
のカレンダーアプリケーションのリマインダーなど)を含み得る。
【０１４２】
　ある実施形態では、スマートフォン802は、着信する通信を受信したことに応答して、
警告メッセージを生成するように構成され得る。警告メッセージは、通信タイプ(すなわ
ち、呼、テキストメッセージ、電子メール)、送信者/発呼者の識別情報(ID)、緊急事態を
示すもの(たとえば、フラグ、分類、または他の記述子)、着信する通信を発生させたデバ
イスについての情報、テキストメッセージなどのような、受信された通信に関する情報を
含み得る。スマートフォン802は、低電力の短距離通信リンク804を介して、生成された警
告メッセージをWWPD 105に送信することができる。WWPD 105は、警告メッセージを受信し
、適切なユーザ通知方法(たとえば、振動、一連の振動、表示されるグラフィックなど)を
選択し、選択されたユーザ通知方法を介して、着信する通信をユーザに知らせることがで
きる。ユーザ通知方法は、オーディオ通知方法(たとえば、音を再生するなど)、視覚的な
通知方法(たとえば、ポップアップメッセージ、画像などを表示する)、および/または触
覚的な通知方法(たとえば、振動を発生させる)を含み得る。
【０１４３】
　様々な実施形態では、WWPD 105は低電力の短距離通信リンク804を介して、スマートフ
ォン802の機能、権能、および動作のいずれかまたはすべてを制御するように構成され得
る。たとえば、WWPD 105は、WWPD 105のグラフィカルユーザインターフェースおよび/ま
たはセンサ(たとえば、タップを検出するように構成される加速度計)とのユーザの対話か
ら入力を検出し、検出された入力に基づいてスマートフォン802へ送信するためのメッセ
ージを生成し、低電力の短距離通信リンク804を通じて生成されたメッセージをスマート
フォン802に送信するように構成され得る。スマートフォン802は、生成されたメッセージ
を受信し、受信されたメッセージおよび/または検出された入力に基づいて動作を実行す
ることができる。たとえば、WWPD 105は、音声呼を確立するためのユーザ入力(たとえば
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、音声命令、ボタンを作動させることなど)を検出し、遠隔通信ネットワークへの接続を
確立するようにスマートフォン802に指示する命令メッセージを生成し、命令メッセージ
をスマートフォン802に送信して音声呼を達成するための遠隔通信ネットワークへの接続
をスマートフォン802に確立させるように構成され得る。さらなる例として、音声呼の間
、WWPD 105は、遠隔通信ネットワークを通じた送信のために、検出された音をスマートフ
ォン802に中継することができる。
【０１４４】
　ある実施形態では、WWPD 105は、デフォルトで、または可能なとき、たとえば、低電力
の短距離通信リンク804が利用可能であるとき、遠隔通信ネットワークへの間接的な接続
を確立する(すなわち、スマートフォン802のネットワーク接続を使用する)ように構成さ
れ得る。遠隔通信ネットワークへの間接的な接続はスマートフォン802のようなモバイル
デバイスによって開始され得ることも、企図される。
【０１４５】
　ある実施形態では、WWPD 105は、間接的な接続が利用可能ではないと判定した後、たと
えば、低電力の短距離通信リンク804が確立され得ないとき、直接の接続を確立するよう
に構成され得る。
【０１４６】
　図9は、装着型ワイヤレスポータブルデバイス(「WWPD」)105との通信リンクを確立する
、ある実施形態のモバイルデバイスの方法900を示す。モバイルデバイスの方法900は、ス
マートフォンのようなワイヤレス対応のモバイルデバイスのプロセッサにおいて実行され
得る。
【０１４７】
　ブロック902において、モバイルデバイスのプロセッサは、WWPD 105がモバイルデバイ
スのペアリング範囲にあることを示すペアリング告知メッセージをWWPD 105から受信する
ことができる。判定ブロック904において、モバイルデバイスのプロセッサは、WWPD 105
がモバイルデバイスのメモリに記憶されているペアリングされたデバイスのリストに載っ
ているかどうかを判定することができる。WWPD 105がペアリングされたデバイスのリスト
に載っているとモバイルデバイスのプロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロック9
04=「Yes」)、ブロック916において、モバイルデバイスのプロセッサは、WWPD 105との低
電力の短距離通信リンクを確立することができる。ある実施形態では、これは、Bluetoot
h(登録商標)プロトコルスタック/インターフェースを実装する高周波(RF)回路を介して達
成され得る。
【０１４８】
　WWPD 105がペアリングされたデバイスのリストに載っていないとモバイルデバイスのプ
ロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロック904=「No」)、ブロック908において、
モバイルデバイスのプロセッサは、WWPD 105とペアリングするための認証情報を入力する
ようにユーザに促す表示メッセージを、モバイルコンピューティングデバイスの電子ディ
スプレイ上で生成することができる。ブロック910において、モバイルデバイスのプロセ
ッサは、WWPD 105を選択する、かつ/または認証する、ユーザ入力を受信することができ
る。ブロック912において、モバイルデバイスのプロセッサは、WWPD 105とのペアリング
手順を開始することができる。ブロック914において、モバイルデバイスのプロセッサお
よびWWPD 105は、ペアリング情報および認証情報を交換することによって、信頼関係(す
なわち、ペアリング)を確立することができる。
【０１４９】
　ブロック916において、モバイルデバイスのプロセッサは、WWPD 105との低電力の短距
離通信リンクを確立することができる。また、ブロック916の(またはブロック914)の一部
として、モバイルデバイスのプロセッサは、認証されたWWPD 105と関連のあるペアリング
されたデバイスのリスト(PDL)に、ペアリング情報および認証情報を記憶することができ
る。
【０１５０】
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　ブロック918において、モバイルデバイスのプロセッサは、遠隔通信ネットワークへの
接続を確立するようにモバイルデバイスに指示する制御メッセージを、確立された低電力
の短距離通信リンクを通じて受信することができる。ブロック920において、モバイルデ
バイスのプロセッサは、制御メッセージを受信したことに応答して、遠隔通信ネットワー
クへのネットワーク接続を確立することができる。たとえば、モバイルデバイスのプロセ
ッサは、セルラー送受信機またはWAN回路をアクティブ化および/または使用して、ネット
ワーク接続を確立することができる。この特定の実施形態および本明細書で開示されるい
くつかの他の実施形態では、モバイルデバイスのプロセッサが、遠隔通信ネットワークへ
のモバイルデバイス自体の接続のためにモバイルデバイスによって通常確立されるものと
区別可能である、WWPDのためのネットワーク接続を確立することが企図される。これは、
課金などのために有用であることがわかり得る。本明細書で開示される他の実施形態では
、モバイルデバイスがネットワーク接続をすでに確立しており、したがって、WWPDからの
制御メッセージはモバイルデバイスのためのネットワーク接続を確立するのに必要ではな
いと、考えられる。
【０１５１】
　ブロック922において、モバイルデバイスのプロセッサは、低電力の短距離通信リンク
を通じて、WWPD 105からデータを受信することができる。ブロック924において、モバイ
ルデバイスのプロセッサは、ネットワーク接続を介して、受信されたデータをサーバ遠隔
通信ネットワークに中継することができる。ブロック926において、モバイルデバイスの
プロセッサは、データを中継することに応答して、ネットワーク接続を介して、遠隔通信
ネットワークの中のサーバから情報を受信することができる。ブロック928において、モ
バイルデバイスのプロセッサは、WWPD 105に受信された情報を中継することができる。
【０１５２】
　図10Aは、遠隔通信ネットワークへの接続を確立するための、WWPDの中のプロセッサに
おいて実施され得るある実施形態のWWPDの方法1000を示す。判定ブロック1002において、
WWPDのプロセッサは、モバイルデバイスへのアクティブな低電力の短距離通信リンクがあ
るかどうかを判定することができる。モバイルデバイスへのアクティブな低電力の短距離
通信リンクがあるとWWPDのプロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロック1002=「Ye
s」)、ブロック1004において、WWPDのプロセッサは、遠隔通信ネットワークへの接続を確
立するようにモバイルデバイスに指示する制御メッセージを、アクティブな低電力の短距
離通信リンクを通じてモバイルデバイスに送信することができる。モバイルデバイスへの
アクティブな低電力の短距離通信リンクがないとWWPDのプロセッサが判定すると(すなわ
ち、判定ブロック1002=「No」)、ブロック1006において、WWPDのプロセッサは、ペアリン
グ告知メッセージをブロードキャストすることができ、これはRF無線を介して達成され得
る。判定ブロック1008において、WWPDのプロセッサは、モバイルデバイスがペアリング範
囲にあるかどうか、および/または、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが
確立され得るかどうかを、ブロードキャストされたペアリング告知メッセージに対する応
答を待機することによって、判定することができる。
【０１５３】
　モバイルデバイスがペアリング範囲にある、かつ/またはモバイルデバイスへの低電力
の短距離通信リンクが確立され得るとWWPDのプロセッサが判定する場合(すなわち、判定
ブロック1008=「Yes」)、ブロック1010において、WWPDのプロセッサは、モバイルデバイ
スへの低電力の短距離通信リンクを確立することができる。ブロック1004において、WWPD
のプロセッサは、遠隔通信ネットワークへの接続を確立するようにモバイルデバイスに指
示する制御メッセージを、アクティブな低電力の短距離通信リンクを通じてモバイルデバ
イスに送信することができる。
【０１５４】
　モバイルデバイスがペアリング範囲にない、またはモバイルデバイスへの低電力の短距
離通信リンクが確立され得ないとWWPDのプロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロ
ック1008=「No」)、ブロック1012において、WWPDのプロセッサは、セルラー通信回路およ
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び/またはWAN通信回路をアクティブ化し、または活動させることができる。ブロック1014
において、WWPD 105は、アクティブ化された/活動させられた通信回路を介して、遠隔通
信ネットワークへの直接の通信リンクを確立することができる。
【０１５５】
　図10Bは、遠隔通信ネットワークへの接続を確立するための、WWPDの中のプロセッサに
おいて実施され得る別の実施形態の方法1050を示す。ブロック1052において、WWPDのプロ
セッサは、低電力の短距離通信信号のために告知および/または聴取することができる。
判定ブロック1054において、WWPDのプロセッサは、モバイルデバイスへのアクティブな低
電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判定することができる。
【０１５６】
　モバイルデバイスへのアクティブな低電力の短距離通信リンクが確立され得ないとWWPD
のプロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロック1054=「No」)、ブロック1058にお
いて、WWPDのプロセッサは、WWPD 105のセルラー通信回路および/もしくはWAN通信回路を
活動させ、かつ/またはアクティブ化して、遠隔通信ネットワークに接続することができ
る。ブロック1060において、WWPDのプロセッサは、アクティブ化された/活動させられた
セルラー通信回路および/またはWAN通信回路を介して、遠隔通信ネットワークに情報を送
信し、遠隔通信ネットワークから情報を受信することができる。
【０１５７】
　モバイルデバイスへのアクティブな低電力の短距離通信リンクが確立され得るとWWPDの
プロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロック1054=「Yes」)、ブロック1062におい
て、WWPDのプロセッサは、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクを確立するこ
とができる。ブロック1064において、WWPDのプロセッサは、WWPD 105のセルラー通信無線
と回路および/またはWAN通信無線と回路を、そのような回路がアクティブである/活動し
ている場合、電源切断することができる。ブロック1066において、WWPDのプロセッサは、
モバイルデバイス(たとえば、スマートフォン802)の通信回路を使用して、短距離通信リ
ンクを介して、遠隔通信ネットワークに情報を送信し、遠隔通信ネットワークから情報を
受信することができる。
【０１５８】
　ある実施形態では、WWPD 105は、低電力の短距離通信リンク804が切断されたとき、た
とえば、WWPD 105がスマートフォン802の通信範囲を超えて移動したとき、遠隔通信ネッ
トワークへの直接の接続を確立するための回路を、自動的に活動させるように構成され得
る。
【０１５９】
　ある実施形態では、WWPD 105は、低電力の短距離通信リンク804が再確立されたとき、
たとえば、WWPD 105がスマートフォン802の通信範囲に戻るように移動したとき(すなわち
、判定ブロック1054=「Yes」)、遠隔通信ネットワークへの直接の接続を確立するための
回路を、自動的に電源切断するように構成され得る。
【０１６０】
　ある実施形態では、WWPD 105は、遠隔通信ネットワークに接続するために利用すべきワ
イヤレス通信方法および/または確立すべき通信リンクのタイプを、インテリジェントに
選択するように構成され得る。すなわち、WWPD 105は、(たとえば、セルラー/WAN回路を
介した)遠隔通信ネットワークへの直接の接続を確立するための回路と、(たとえば、モバ
イルデバイスへのBluetooth(登録商標)無線を介した)遠隔通信ネットワークへの間接的な
接続を確立するための回路との両方を含み得る。ある実施形態では、WWPD 105は、どの回
路をアクティブ化するか、どのタイプの通信リンクを確立するか、および/またはどの通
信方法を利用するかをインテリジェントに決定するように構成され得る。ワイヤレス通信
方法のインテリジェントな選択は、どの通信方法が最もエネルギー効率が高いか、最良の
サービス品質を提供するか、最も費用対効果があるかなどを、判定するステップを含み得
る。
【０１６１】
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　図10Cは、遠隔通信ネットワークへの接続を確立するための、WWPDの中のプロセッサに
おいて実施され得る別の実施形態の方法1070を示す。ブロック1072において、WWPDのプロ
セッサは、モバイルデバイスからの低電力の短距離通信信号のために告知および/または
聴取することができる。判定ブロック1074において、WWPDのプロセッサは、モバイルデバ
イスへのアクティブな低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを、告知または
受信される低電力の短距離信号への応答に基づいて、判定することができる。
【０１６２】
　モバイルデバイスへのアクティブな低電力の短距離通信リンクが確立され得ないとWWPD
のプロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロック1074=「No」)、ブロック1076にお
いて、WWPDのプロセッサは、GPS受信機、通信バス、プロセッサ、電圧レールなどのよう
な、様々なデバイスのリソースを活動させ、かつ/またはアクティブ化することができる
。ブロック1078において、WWPDのプロセッサは、WWPD 105のセルラー通信回路および/ま
たはWAN通信回路をアクティブ化して、遠隔通信ネットワークに接続することができる。
【０１６３】
　モバイルデバイスへのアクティブな低電力の短距離通信リンクが確立され得るとWWPDの
プロセッサが判定する場合(すなわち、判定ブロック1074=「Yes」)、ブロック1080におい
て、WWPDのプロセッサは、モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクを確立するこ
とができる。ブロック1082において、WWPDのプロセッサは、第2の通信デバイスへのワイ
ヤレス接続が確立されたと判定したことに応答して、通信デバイスの重複機能を選択的に
パワーダウンすることができる。たとえば、WWPDのプロセッサは、WWPD 105のセルラー通
信無線と回路および/またはWAN通信無線と回路、GPS受信機、通信バス、プロセッサ、電
圧レールなどのような、様々なデバイスのリソースを電源切断することができる。そのよ
うなリソースを電源切断することは、WWPDのプロセッサが、モバイルデバイス上のGPS受
信機、WAN無線、および回路のような、モバイルデバイスのリソースを使用できるので、
受け入れ可能であり得る。
【０１６４】
　ブロック1082においてそのようなリソースを電源切断することは、WWPDの電力消費を減
らし、これによって、大半の時間はモバイルデバイスに近接して使用されることが予想さ
れる装着型デバイス(たとえば、腕時計デバイス)については特に、電池の大きさが低減さ
れることを可能にする。ある実施形態では、ブロック1082の一部として、WWPDのプロセッ
サは、モバイルデバイスへのワイヤレス接続を確立したことに応答してパワーダウンされ
得る重複機能(すなわち、重複しているもしくは重複している可能性がある、またはモバ
イルデバイスによって実行されるもしくは実行される可能性がある、WWPDの機能)を決定
する際に使用するのに適した情報を含む通信メッセージを、モバイルデバイスから受信す
ることができる。ブロック1084において、WWPDのプロセッサは、モバイルデバイス(たと
えば、スマートフォン802)のWAN通信回路およびリソースを使用して、短距離通信リンク
を介して、遠隔通信ネットワークに情報を送信し、遠隔通信ネットワークから情報を受信
することができる。
【０１６５】
　様々な実施形態は、モバイル動作が可能であり、ワイドエリアネットワーク(WAN)へと
ワイヤレスに直接、または、モバイル動作が可能であり前記WANにワイヤレスに接続され
た第2のデバイスへのワイヤレス接続を介して間接的に、情報を通信するように動作可能
である、第1のデバイスを含み得る。第1のデバイスはさらに、前記第1のデバイスと第2の
デバイスとの間で確立されているワイヤレスリンクに関連する、前記第2のデバイス上で
同様に見いだされる前記第1のデバイス上の重複機能を選択的にパワーダウンする/電源切
断する/非アクティブ化するように動作可能であり得る。第1のデバイスはまた、上で論じ
られる方法のいずれかを実行するように動作可能であり得る。たとえば、第1のデバイス
は、第1のデバイスの重複する測位機能をパワーダウンするための動作を実行するように
、プロセッサ実行可能命令によって構成され得る。そのような実施形態では、第1のデバ
イスおよび第2のデバイスは、第1のデバイスが依存し得る第2のデバイスの能力および機
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能に関する情報を、ペアリングルーチンの一部として、またはそれに続いて交換すること
ができる。第1のデバイスは、そのような情報を使用して、選択的にパワーダウンされ得
る重複機能を決定することができる。また、第1のデバイスは、ペアリング処理の間に、
またはその後に、第2のデバイスに対して現在動作させられている機能を特定して、第1の
デバイスのその機能が選択的にパワーダウンされ得ることを第2のデバイスがその機能に
対して特定することを可能にし得る。
【０１６６】
　図11は、手首ディスプレイ1100の形態の、例示的な装着型ワイヤレスポータブルデバイ
ス(「WWPD」)105を示すコンポーネントブロック図である。手首ディスプレイ1100は、セ
キュアなメモリおよび/もしくは暗号化されたメモリ、非セキュアなメモリおよび/もしく
は暗号化されていないメモリ、またはこれらの任意の組合せであり得る、揮発性内部メモ
リおよび/または非揮発性内部メモリ1104に結合されたプロセッサ1102を含み得る。
【０１６７】
　プロセッサ1102はまた、タッチスクリーンディスプレイ(たとえば、抵抗感知タッチス
クリーン、静電容量感知タッチスクリーン、赤外線感知タッチスクリーンなど)であり得
る、電子ディスプレイスクリーン1106に結合され得る。手首ディスプレイ1100は、電磁放
射を送信し受信するためのアンテナ1108に結合された、1つまたは複数の送受信機1114の
ような、携帯電話送受信機またはLTE無線モジュールのような、ワイドエリアネットワー
ク(WAN)通信回路を含み得る。WAN送受信機1114およびアンテナ1108は、セルラー通信ネッ
トワークを通じて情報を通信するために使用され得る。手首ディスプレイ1100はまた、プ
ロセッサ1102に結合されたBluetooth(登録商標)送受信機1113のような、低電力の短距離
通信回路1114を含む。低電力の短距離通信回路1114は、Bluetooth(登録商標)、Wi-Fi、Pe
anut(登録商標)、IEEE 802.15.4(すなわち、ZigBee(登録商標))、ANT、または、現在利用
可能な、もしくは今後開発され得る、他の低電力のワイヤレス通信プロトコルの1つまた
は複数を使用して、モバイルデバイスの中の互換性のある送受信機と通信するように構成
され得る。
【０１６８】
　手首ディスプレイ1100はさらに、ユーザ入力を受け取るためのスライドセンサ1110およ
び物理ボタン1112を含み得る。手首ディスプレイ1100はまた、誘導性充電回路1118に結合
された電池1116と、電池1116の誘導性の充電を可能にするように適合された誘導性コイル
であり得るコイルアンテナ1120とを含み得る。電池1116および誘導性充電回路1118は、コ
イルアンテナ1120を介して手首ディスプレイ1100が誘導性の充電を制御しメッセージを生
成することを可能にするために、プロセッサ1102に結合され得る。手首ディスプレイ1100
はさらに、振動モーター1122および様々なセンサ(たとえば、ジャイロスコープ、加速度
計、歩数計、温度計、熱電対など)1130を含んでよく、これらのすべてがプロセッサ1102
に結合され得る。
【０１６９】
　手首ディスプレイ1100は、プロセッサ1102に結合され、米国の全地球測位システム(GPS
)、または、ロシアのGLONASSシステムおよび欧州のGalileoシステムのような、他の地球
規模の航法もしくは衛星測位システムをサポートする、全地球測位システム受信機1130を
含み得る。手首ディスプレイ1100はまた、心拍数、心拍数の変動、呼吸数、不整脈(もし
あれば)、心臓の全般的なリズムおよび機能、血圧、体の動き(すなわち、身体活動)、歩
まれた歩数(たとえば、歩数計)、体位、体温、汗の存在および量、酸素化などのような、
1つまたは複数の生理学的なパラメータを監視するように構成される、生体センサまたは
生理学的センサ1132を含み得る。そのようなセンサ1132は、プロセッサ1102に結合され得
る。
【０１７０】
　手首ディスプレイ1100の電子部品は、部品がプリント回路基板1126の表面に直接実装ま
たは配置される表面実装技術を使用して、基板貫通接続、マルチチップモジュール、シス
テムオンチップ(SoC)、または、現在知られているか今後開発され得る、任意の他の電子
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部品の実装技術、製造技術、もしくは電子技術によって従来の回路基板1126上で、一緒に
集積され結合され得る。
【０１７１】
　手首ディスプレイ1100の電子部品は、手首ディスプレイ1100が普通の腕時計のようにユ
ーザにより装着され得るように、手首バンド1142に結合された電子ディスプレイスクリー
ン1106を囲むベゼル1140によって包含されたパッケージ内に集積され得る。
【０１７２】
　様々な実施形態は、種々のモバイルデバイス上で実装されてよく、その一例が図12に示
される。具体的には、図12は、実施形態のいずれかとともに使用するのに適した、機能が
豊富なスマートフォン/携帯電話1200の形態の、モバイル送受信機デバイスのシステムブ
ロック図である。スマートフォン1200は、内部メモリ1204と、ディスプレイ1206と、スピ
ーカー1208とに結合された、プロセッサ1202を含み得る。加えて、スマートフォン1200は
、ワイヤレスデータリンクに接続されプロセッサ1202に結合され得る、電磁放射を送信し
受信するための、1つまたは複数の送受信機1224、無線(たとえば、RF無線)1226、および/
またはアンテナ1210を含み得る。無線1226、送受信機1224、および/またはアンテナ1210
は、セルラー通信ネットワークを通じて情報を通信し、かつ/または、Wi-Fi/Bluetooth(
登録商標)プロトコルスタックもしくはインターフェースを実装するために、使用され得
る(たとえば、スマートフォン1200は、Wi-FiおよびBluetooth(登録商標)対応であり得る
、など)。送受信機1224は、携帯電話送受信機、LTE無線モジュール、Bluetooth無線、Wi-
Fi無線、peanut無線、ZigBee送受信機(すなわち、IEEE 802.15.4送受信機)、ANTもしくは
ANT無線、ならびに/または、現在利用可能な、もしくは今後開発され得る他の低電力の無
線システムおよび/もしくはセルラー無線システムを含む、1つまたは複数の内蔵の低電力
無線システムおよび/またはセルラー無線システムを含んでよく、またはそれらに結合さ
れてよい。
【０１７３】
　スマートフォン1200は通常、ユーザ入力を受け取るためのメニュー選択ボタンまたはロ
ッカースイッチ1214も含む。スマートフォン1200はまた、マイクロフォンから受信された
音をワイヤレス送信に適したデータパケットへとデジタル化し、受信された音のデータパ
ケットを復号し、音を発生させるためにスピーカー1208に供給されるアナログ信号を発生
させる、音の符号化/復号(コーデック)回路1216を含み得る。また、プロセッサ1202、ワ
イヤレス/セルラー送受信機1212およびコーデック1216の1つまたは複数は、デジタル信号
プロセッサ(DSP)回路(個別に示されず)を含み得る。携帯電話1200はさらに、ZigBee送受
信機(すなわち、IEEE 802.15.4送受信機)1218、および/または、低電力の短距離ワイヤレ
ス通信を達成するための他の同様の通信回路(たとえば、Bluetooth(登録商標)またはWiFi
プロトコルなどを実装する回路)を含み得る。
【０１７４】
　スマートフォン1200はまた、米国のGPS、または、ロシアのGLONASSシステムおよび欧州
のGalileoシステムのような他のGNSSもしくはSPSをサポートする、測位システム受信機12
20を含み得る。携帯電話1200はさらに、電池1228を含み得る。スマートフォン1200はまた
、ジャイロスコープ、加速度計、歩数計、温度計、熱電対、および、1つまたは複数の生
理学的なパラメータを監視するように構成された生体モニタまたは生理学的モニタを含む
、様々なセンサ1222を含み得る。
【０１７５】
　スマートフォン1200の電子部品は、表面実装技術、スルーホール技術、埋め込み技術、
マルチチップモジュール、システムオンチップ、または、現在知られているか今後開発さ
れる、任意の他の実装技術、製造技術、もしくは電子技術を使用して、1つまたは複数の
回路基板1230の上で一緒に結合され得る。電子部品および回路基板1230は、筐体またはケ
ース1232の中に収容され得る。
【０１７６】
　プロセッサ1102、1202は、以下で説明される様々な実施形態の機能を含む、種々の機能
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を実行するようにソフトウェア命令(アプリケーション)によって構成され得る任意のプロ
グラマブルマイクロプロセッサ、マイクロコンピュータ、または1つまたは複数の多重プ
ロセッサチップであり得る。いくつかのモバイルデバイスでは、1つのプロセッサをワイ
ヤレス通信機能専用にし、1つのプロセッサを他のアプリケーションの実行専用にすると
いうように、複数のプロセッサ1202が設けられ得る。通常、ソフトウェアアプリケーショ
ンは、それらがアクセスされ、プロセッサ1102、1202にロードされる前に、内部メモリ11
04、1204に記憶され得る。プロセッサ1102、1202は、アプリケーションソフトウェア命令
を記憶するのに十分な内部メモリを含み得る。
【０１７７】
　様々な実施形態が装着型ワイヤレスポータブルデバイスに関して上で説明されてきたが
、実施形態はまた、上で説明された構造を含み動作を実行するように構成される、モバイ
ル動作が可能な多数の他のタイプの通信デバイスにおいて実装され得る。
【０１７８】
　上記の方法の説明およびプロセスフロー図は、単に説明のための例として提供され、様
々な実施形態のステップが提示された順序で実施されなければならないことを要求または
暗示するものではない。当業者によって諒解されるように、上記の実施形態におけるステ
ップの順序は、任意の順序で実行され得る。「その後」、「次いで」、「次に」などの言
葉は、ステップの順序を限定するものではなく、これらの言葉は単に、本方法の説明全体
で読者を案内するために使用される。さらに、たとえば、冠詞「a」、「an」または「the
」を使用する単数形での請求要素への任意の言及は、その要素を単数に限定するものとし
て解釈されるべきではない。
【０１７９】
　本明細書で開示される実施形態に関して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、またはその両方の組合せとして実装され得る。ハードウェアおよびソフトウェア
のこの互換性を明確に示すために、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュー
ル、回路、およびステップが、上では概してそれらの機能に関して説明されている。その
ような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、具
体的な適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者は、説明さ
れた機能を具体的な適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決定は、
本発明の範囲からの逸脱を引き起こすものと解釈されるべきではない。
【０１８０】
　本明細書で開示された実施形態に関して説明された様々な例示的な論理、論理ブロック
、モジュール、および回路を実装するために使用されるハードウェアは、ソフトウェア構
成可能プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、個
別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント、または本明細書
で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せで実装または実行さ
れ得る。ソフトウェア構成可能プロセッサはマイクロプロセッサであってよいが、代替と
して、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ま
たは状態機械であってよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、
たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと
連携する1つまたは複数のマイクロプロセッサ、または、任意の他のそのような構成とし
て実装され得る。代替的に、いくつかのステップまたは方法が、所与の機能に固有の回路
によって実行され得る。
【０１８１】
　1つまたは複数の例示的な態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、非一時的コンピュータ可
読媒体または非一時的プロセッサ可読媒体に記憶され得る。本明細書で開示された方法ま
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たはアルゴリズムのステップは、非一時的コンピュータ可読記憶媒体またはプロセッサ可
読記憶媒体上に存在し得るプロセッサ実行可能ソフトウェアモジュールで具現化され得る
。非一時的コンピュータ可読記憶媒体またはプロセッサ可読記憶媒体は、コンピュータま
たはプロセッサによってアクセスされ得る任意の記憶媒体であってよい。限定ではなく例
として、そのような非一時的コンピュータ可読媒体またはプロセッサ可読媒体は、RAM、R
OM、EEPROM、フラッシュメモリ、CD-ROMもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク
記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形式で所望
のプログラムコードを記憶するために使用され得るとともに、コンピュータによってアク
セスされ得る任意の他の媒体を含み得る。本明細書で使用される場合、ディスク(disk)お
よびディスク(disc)は、コンパクトディスク(CD)、レーザーディスク(登録商標)、光ディ
スク、デジタル多用途ディスク(DVD)、フロッピー(登録商標)ディスク、およびブルーレ
イディスクを含み、ディスク(disk)は、通常、磁気的にデータを再生し、ディスク(disc)
は、レーザーで光学的にデータを再生する。上記の組合せも、非一時的コンピュータ可読
媒体およびプロセッサ可読媒体の範囲内に含まれる。加えて、方法またはアルゴリズムの
動作は、コンピュータプログラム製品に組み込まれ得る、非一時的プロセッサ可読媒体お
よび/またはコンピュータ可読媒体上のコードおよび/または命令の、1つまたは任意の組
合せ、またはそのセットとして存在し得る。
【０１８２】
　開示された実施形態の上記の説明は、任意の当業者が本発明を作成または使用すること
を可能にするために提供される。これらの実施形態への様々な修正が当業者には容易に明
らかになり、本明細書で定義された一般原理は、本発明の趣旨および範囲を逸脱すること
なく他の実施形態に適用され得る。したがって、本発明は、本明細書に示される実施形態
に限定されるものではなく、以下の特許請求の範囲および本明細書で開示される原理およ
び新規の特徴に一致する最大の範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０１８３】
　　103　通信リンク
　　105A　装着型ワイヤレスポータブルデバイス
　　105B　装着型ワイヤレスポータブルデバイス
　　107　ポータブルコンピューティングデバイス
　　110A　RFアンテナ
　　110B　ブロードキャストRF送受信機タワー
　　111　サーバ
　　115　RF送受信機
　　120A　GPSモジュール
　　120B　GPSモジュール
　　125A　生体モニタ
　　125B　生体モニタモジュール
　　130A　運動/スポーツモジュール
　　130B　運動モジュール
　　135A　個人用安全モジュール
　　135B　個人用安全モジュール
　　140　娯楽モジュール
　　142　通信ネットワーク
　　145　カメラ
　　150　スピーカー
　　150A　第1のステレオスピーカー
　　150B　第2のステレオスピーカー
　　155　ディスプレイ
　　155A　ディスプレイ
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　　155B　ディスプレイ
　　155C　ディスプレイ
　　160　ユーザインターフェース
　　160A　第1のユーザインターフェース要素
　　160B　第2のユーザインターフェース要素
　　160C　第3のユーザインターフェース要素
　　160D　第4のユーザインターフェース要素
　　160E　第5のユーザインターフェース要素
　　160F　第6のユーザインターフェース要素
　　160G　第7のユーザインターフェース要素
　　165　時間モジュール
　　170　可搬性ハードウェア
　　175　ウェブブラウザ
　　180　電源
　　182　心拍数
　　205A　ワイヤレス接続
　　205B　有線接続
　　210　センサ
　　215　ストラップ
　　250　対象人物
　　255　腕
　　295　接続
　　305A　運動データ
　　305B　競争相手データ
　　305C　勧告
　　322　オンチップシステム
　　328　ディスプレイコントローラ
　　330　タッチスクリーンコントローラ
　　334　ビデオエンコーダ
　　336　ビデオ増幅器
　　338　ビデオポート
　　340　USBコントローラ
　　342　USBポート
　　346　SIMカード
　　350　ステレオオーディオコーデック
　　352　オーディオ増幅器
　　358　マイクロフォン増幅器
　　360　マイクロフォン
　　362　FMラジオチューナー
　　364　FMアンテナ
　　366　ステレオヘッドフォン
　　370　RFスイッチ
　　374　キーパッド
　　376　マイクロフォンを備えたモノヘッドセット
　　378　バイブレータ
　　388　ネットワークカード
　　390　CPU
　　390B　プロセッサ
　　392　メモリ
　　392B　メモリ
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　　394　第0のコア
　　396　第1のコア
　　398　第Nのコア
　　400　地図
　　422　位置
　　424　位置
　　426　街路
　　428　街路
　　500　スクリーン
　　505　第1のユーザインターフェース要素
　　510　第2のユーザインターフェース要素
　　600　方法
　　700　方法
　　800　手首ディスプレイ
　　802　スマートフォン
　　804　低電力の短距離ワイヤレス通信リンク
　　900　方法
　　1000　方法
　　1050　方法
　　1070　方法
　　1100　手首ディスプレイ
　　1102　プロセッサ
　　1104　揮発性内部メモリおよび/または非揮発性内部メモリ
　　1106　電子ディスプレイタッチスクリーン
　　1108　アンテナ
　　1110　スライドセンサ
　　1112　物理ボタン
　　1113　Bluetooth送受信機
　　1114　送受信機
　　1116　電池
　　1118　誘導性充電回路
　　1120　コイルアンテナ
　　1122　振動モーター
　　1126　プリント回路基板
　　1130　センサ
　　1132　生理学的センサ
　　1140　ベゼル
　　1142　手首バンド
　　1200　スマートフォン/携帯電話
　　1202　プロセッサ
　　1204　内部メモリ
　　1206　ディスプレイ
　　1208　スピーカー
　　1210　アンテナ
　　1212　ワイヤレス送受信機
　　1214　ロッカースイッチ
　　1216　コーデック
　　1218　ZigBee送受信機
　　1220　測位システム受信機
　　1222　センサ



(45) JP 2016-507912 A 2016.3.10

　　1224　送受信機
　　1226　無線
　　1228　電池
　　1230　回路基板
　　1232　筐体またはケース

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】 【図１０Ｃ】
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【図１１】 【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月15日(2014.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル動作が可能な第1のデバイスであって、ワイドエリアネットワーク(WAN)へとワ
イヤレスに直接、または、モバイル動作が可能であり前記WANにワイヤレスに接続された
第2のデバイスへのワイヤレス接続を介して間接的に、情報を通信するように動作可能で
あり、
　前記第1のデバイスと第2のデバイスとの間の前記ワイヤレス接続を介して、前記第2の
デバイス上で同様に見いだされる前記第1のデバイス上のWAN通信機能、および、少なくと
も1つの追加の重複機能を選択的にパワーダウンするようにさらに動作可能である、第1の
デバイス。
【請求項２】
　前記重複機能が、測位機能、心拍数センサ機能、血圧センサ機能、ジャイロスコープ機
能、加速度計機能、歩数計機能、温度計機能、血糖値測定器機能、およびこれらの組合せ
からなる群から選択される重複機能である、請求項1に記載の第1のデバイス。
【請求項３】
　前記第1のデバイスと前記第2のデバイスとの間で確立されていないワイヤレスリンクに
関連する、前記第1のデバイス上の重複機能をパワーアップするステップをさらに含む、
請求項1に記載の第1のデバイス。
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【請求項４】
　前記ワイヤレスリンクがWi-Fiリンクである、請求項1に記載の第1のデバイス。
【請求項５】
　前記ワイヤレスリンクがBluetooth(登録商標)リンクである、請求項1に記載の第1のデ
バイス。
【請求項６】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイスを動作させる方法であって、
　ワイドエリアネットワーク(WAN)能力を有するモバイルデバイスへの低電力の短距離通
信リンクを確立するステップと、
　前記モバイルデバイスとの低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、前記
モバイルデバイス上で同様に見いだされる前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中
の少なくとも1つの重複機能、および、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中のW
AN通信回路を電源切断し、前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイ
スを通じてWANと通信するステップとを含む、方法。
【請求項７】
　前記モバイルデバイスと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスとの間の前記低電力
の短距離通信リンクが利用可能ではないときに、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイ
スの中の前記WAN通信回路をアクティブ化するステップと、前記装着型ワイヤレスポータ
ブルデバイスの中の前記アクティブ化されたWAN通信回路を介して、前記WANと通信するス
テップとをさらに含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　モバイルデバイスを通じて、装着型ワイヤレスポータブルデバイスと遠隔通信ネットワ
ークとの間で情報を通信する方法であって、
　前記モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判定す
るステップと、
　低電力の短距離通信リンクが確立され得ると判定したことに応答して、前記モバイルデ
バイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立するステップと、
　モバイルデバイスとの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、前記
モバイルデバイス上で同様に見いだされる前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中
の少なくとも1つの重複機能、および、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中の
ワイドエリアネットワーク(WAN)通信回路を電源切断し、前記低電力の短距離通信リンク
を介して、前記モバイルデバイスを通じて前記遠隔通信ネットワークと通信するステップ
と、
　前記モバイルデバイスと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスとの間の低電力の短
距離通信リンクが確立され得ないときに、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中
のWAN通信回路をアクティブ化するステップと、前記アクティブ化されたWAN通信回路を介
して、前記遠隔通信ネットワークと通信するステップとを含む、方法。
【請求項９】
　低電力の短距離通信リンクが前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのプロセッサに
よって実行されるかどうかを判定するステップを含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して前記遠隔通信ネットワークと通信するステップ
が、
　前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへのネットワーク接続を確立させる
ように構成される制御メッセージを、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて
生成するステップと、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記制御メッセージを前記モバイルデバイス
に送信するステップと、
　前記モバイルデバイスが前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を確立し
たことを示す応答メッセージを、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて受信
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するステップと、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記モバイルデバイスと通信するステップと
、
　前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて、前記ネットワーク接続を通じて、
前記遠隔通信ネットワークから前記モバイルデバイスに送信されるコンテンツを受信する
ステップとを含み、前記コンテンツが、前記低電力の短距離通信リンクを介して前記装着
型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて受信される、請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するステップが、前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへの前記ネット
ワーク接続を確立させるように構成される制御メッセージを送信するステップを含み、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じてデータを前記モバイルデバイスに送信し、前記
ネットワーク接続を通じて前記遠隔通信ネットワークから前記モバイルデバイスへ送信さ
れるコンテンツを受信するステップが、前記低電力の短距離通信リンクを介してデータを
送信して受信することによって、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが前記モバイ
ルデバイスの前記ネットワーク接続を介して前記遠隔通信ネットワークにアクセスするス
テップを含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記モバイルデバイスに対する前記低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうか
を判定するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが前記モバイルデバイ
スの通信範囲内にあるかどうかを判定するステップを含み、
　前記モバイルデバイスと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスとの間で低電力の短
距離通信リンクが確立され得ないときに、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの中
のWAN通信回路をアクティブ化して、前記アクティブ化されたWAN通信回路を介して前記遠
隔通信ネットワークと通信するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが
前記モバイルデバイスの通信範囲内にないと前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスが
判定するときに、前記WAN通信回路をアクティブ化するステップを含む、請求項10に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスに
よって、前記モバイルデバイスの1つまたは複数の機能を制御するステップをさらに含む
、請求項10に記載の方法。
【請求項１４】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイスの着信する通信を前記
装着型ワイヤレスポータブルデバイスにおいて受信するステップと、
　前記着信する通信をユーザに知らせるためのユーザ通知を、前記装着型ワイヤレスポー
タブルデバイスにおいて生成するステップとをさらに含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ユーザ通知を生成するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの電
子ディスプレイにメッセージを表示するステップを含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザ通知を生成するステップが、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスから
の可聴の音または振動を出力するステップを含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１７】
　前記モバイルデバイスへの通信および前記モバイルデバイスからの通信をルーティング
するように構成されるサーバに登録するステップをさらに含み、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するステップが、前記制御メッセージを前記サーバに送信するステップを含み、
　前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を前記モバイルデバイスが確立し
たことを示す前記応答メッセージを受信するステップが、前記サーバから前記応答メッセ



(52) JP 2016-507912 A 2016.3.10

ージを受信するステップを含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１８】
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判
定するステップが、
　手首ディスプレイ、
　ブレスレット、
　ベルトのバックル、
　メダル、
　ペンダント、
　ペン、および
　キーチェーンの1つに含まれるプロセッサにおいて、前記低電力の短距離通信リンクが
確立され得るかどうかを判定するステップを含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１９】
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、
リソースを電源切断するステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項２０】
　前記リソースを電源切断するステップが、前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距
離通信リンクを確立したことに応答して、全地球測位システム受信機を電源切断するステ
ップを含む、請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　装着型ワイヤレスポータブルデバイスであって、
　モバイルデバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうかを判定するた
めの手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ると判定したことに応答して、前記モバイ
ルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立するための手段と、
　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、
前記モバイルデバイス上で同様に見いだされる前記装着型ワイヤレスポータブルデバイス
の少なくとも1つの重複機能、および、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのワイ
ドエリアネットワーク(WAN)通信回路を電源切断し、前記低電力の短距離通信リンクを介
して遠隔通信ネットワークと通信するための手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ないと判定したことに応答して、WAN通信
回路をアクティブ化し、前記アクティブ化されたWAN通信回路を介して、前記遠隔通信ネ
ットワークと通信するための手段とを含む、装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２２】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して前記遠隔通信ネットワークと通信するための手
段が、
　前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへのネットワーク接続を確立させる
ように構成される制御メッセージを生成するための手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、前記制御メッセージを前記モバイルデバイス
に送信するための手段と、
　前記モバイルデバイスが前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を確立し
たことを示す応答メッセージを受信するための手段と、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて、データを前記モバイルデバイスに送信するた
めの手段と、
　前記ネットワーク接続を通じて、前記遠隔通信ネットワークから前記モバイルデバイス
に送信されるコンテンツを含む情報を受信するための手段とを含む、請求項21に記載の装
着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２３】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するための手段が、前記モバイルデバイスに前記遠隔通信ネットワークへの前記ネッ
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トワーク接続を確立させるように構成される制御メッセージを送信するための手段を含み
、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じてデータを前記モバイルデバイスに送信するため
の手段、および前記ネットワーク接続を通じて前記遠隔通信ネットワークから前記モバイ
ルデバイスへ送信されるコンテンツを受信するための手段が、前記低電力の短距離通信リ
ンクを介してデータを送信して受信することによって、前記モバイルデバイスの前記ネッ
トワーク接続を介して前記遠隔通信ネットワークにアクセスするための手段を含む、請求
項22に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２４】
　前記モバイルデバイスに対する前記低電力の短距離通信リンクが確立され得るかどうか
を判定するための手段が、前記モバイルデバイスが通信範囲内にあるかどうかを判定する
ための手段を含み、
　前記低電力の短距離通信リンクが確立され得ないと判定したことに応答してWAN通信回
路をアクティブ化するための手段が、前記モバイルデバイスが前記通信範囲内にないと判
定したことに応答して、前記WAN通信回路をアクティブ化するための手段を含む、請求項2
2に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２５】
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記モバイルデバイスの1つまたは複数の機能
を制御するための手段をさらに含む、請求項22に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス。
【請求項２６】
　前記低電力の短距離通信リンクを介して、前記モバイルデバイスの着信する通信を受信
するための手段と、
　前記着信する通信をユーザに知らせるためのユーザ通知を生成するための手段とをさら
に含む、請求項22に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２７】
　前記ユーザ通知を生成するための手段が、前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスの
電子ディスプレイにメッセージを表示するための手段を含む、請求項26に記載の装着型ワ
イヤレスポータブルデバイス。
【請求項２８】
　前記ユーザ通知を生成するための手段が、可聴の音または振動を出力するための手段を
含む、請求項26に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項２９】
　前記モバイルデバイスへの通信および前記モバイルデバイスからの通信をルーティング
するように構成されるサーバに登録するための手段をさらに含み、
　前記低電力の短距離通信リンクを通じて前記制御メッセージを前記モバイルデバイスに
送信するための手段が、前記制御メッセージを前記サーバに送信するための手段を含み、
　前記遠隔通信ネットワークへの前記ネットワーク接続を前記モバイルデバイスが確立し
たことを示す前記応答メッセージを受信するための手段が、前記サーバから前記応答メッ
セージを受信するための手段を含む、請求項22に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバ
イス。
【請求項３０】
　手首ディスプレイ、
　ブレスレット、
　ベルトのバックル、
　メダル、
　ペンダント、
　ペン、および
　キーチェーンの1つを含む、請求項21に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３１】
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　前記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、
前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのリソースを電源切断するための手段をさらに
含む、請求項21に記載の装着型ワイヤレスポータブルデバイス。
【請求項３２】
　前記装着型ワイヤレスポータブルデバイスのリソースを電源切断するための手段が、前
記モバイルデバイスへの前記低電力の短距離通信リンクを確立したことに応答して、全地
球測位システム受信機を電源切断するための手段を含む、請求項31に記載の装着型ワイヤ
レスポータブルデバイス。
【請求項３３】
　モバイル動作が可能な通信デバイスであって、
　ワイドエリアネットワーク(WAN)に直接ワイヤレスに情報を通信するための手段と、
　モバイル動作が可能であり前記WANにワイヤレスに接続された第2の通信デバイスへのワ
イヤレス接続を介して、前記WANに間接的に情報を通信するための手段と、
　前記第2の通信デバイスへの前記ワイヤレス接続が確立されたと判定したことに応答し
て、前記WANに直接情報をワイヤレスに通信するための前記手段、および、前記第2の通信
デバイス上で同様に見いだされる前記通信デバイスの少なくとも1つの重複機能を選択的
にパワーダウンするための手段とを含む、通信デバイス。
【請求項３４】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手段が、前記通信デバ
イスの測位機能をパワーダウンするための手段を含む、請求項33に記載の通信デバイス。
【請求項３５】
　前記通信デバイスの前記測位機能を選択的にパワーダウンするための手段が、前記通信
デバイスの全地球測位システム受信機をパワーダウンするための手段を含む、請求項34に
記載の通信デバイス。
【請求項３６】
　前記通信デバイスの重複機能を選択的にパワーダウンするための手段が、
　心拍数センサ、
　血圧センサ、
　ジャイロスコープ、
　加速度計、
　歩数計、
　温度計、および
　血糖値測定器の1つまたは複数をパワーダウンするための手段を含む、請求項33に記載
の通信デバイス。
【請求項３７】
　前記第2の通信デバイスへの前記ワイヤレス接続が確立されたと判定したことに応答し
て、重複機能を選択的にパワーダウンするための手段が、
　前記第2の通信デバイスへの低電力の短距離通信リンクが確立されたと判定したことに
応答して、重複機能を選択的にパワーダウンするための手段を含む、請求項33に記載の通
信デバイス。
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